ボギ モヴォ 村、 一八 九 一年 



朝の 八 時と いえば、 士官 や 役人 や 避暑客 連中が 蒸 暑 

かった 前夜の 汗 を 落しに 海に ひと 浸りして、 やがてお 

茶 か コー ヒ— でも 飲みに 茶 亭 へよ る 時刻で ある。 ィ 

ヷン . アンドレ— イチ • ラエ— フス キイと いう 一 一十 八 

ほどの、 痩せぎ すな ブロンドの 青年が、 大蔵省の 制帽 



を かぶり、 スリッパ を ひっかけて 一 浴びし に 来て みる 

と、 もう 浜に は 知合いの 連中が 大分 あつまって いた。 

そのな かに、 日ごろから 親しい 軍医の サ モイ レン コも 

いた。 

大きな 頭 を 五分刈り にして、 猪首で 赭ら 顔で、 それ 

に 大きな 鼻、 もじゃもじゃした 黒い 眉毛、 胡麻塩の 頰 

髯、 ぶくぶく 緊リ のない 肥りよう、 軍人 独特の 太い 嗄 

れ. R こう 並べて見ると、 この サ モイ レン コが この 

町に 来たての 人の 眼に、 どら 声の 成 上り 士官と いった 

不快な 印象 を 与える の は 無理 もない。 だが 二三 日も附 

き 合って 見る と、 この 顔が ひどく 善良な 可愛い 顔に 見 



分の 親切に 羞れ て、 酷薄 粗暴の 風 を 装う こと。 もう 一 

つ は、 まだ 五等官 のく せに、 助手 や 看護卒から 一 つ 上 

の 『閣下』 という 敬称 を もって 呼ばれたがる こと。 

「ねえ、 アレクサンドル. ダヴィ —ド イチ、 君 はどう 

思う かね」 と、 この サ モイ レン コと 並んで 肩の あたり 

の 深さまで 来た 時、 ラエ ー フス キイが 口 を 切った、 「仮 

りに だよ、 好きで 一緒にな つた 女が あると する。 そこ 

で まあ その 女と 一 一年 あま リも 一 緒に 暮らした あげくに 

よく ある 図 だが 厭 気がさして、 縁 も ゆかり もない 女に 

見えて 来たと する。 まあこう した 場合に 君なら どうす 

るね ご 



「至極 簡単 だね。 さあ、 どこへ なりと 出て おいで。 I 

I それだけの 話 だよ ご 

やす 

「言う は 易し さ。 だが その 女に 出て 行き どころ がな 

かったら どうす る。 その 女に 身寄り も、 金 も、 働く 腕 

もない としたら …… ご 

「な あに、 そんなら 五百ル —プリで 綺麗 さっぱりと 行 

く か、 さも なきや 月 一 一十 五ル —プリの 仕送りで 行く か、 

それで 文句な しさ。 簡単 至極 だ ご 

「よし、 じ やその 五百ル —プリが あると する。 乃至 は 

月々 二十 五ル ー プリ 仕 送れる とする。 だが その 女が 教 

育の ある 気位の 高い 女だった 場合、 君 はよ もや 金 を 突 



るね。」 

そこで 急に 自分の 言った ことが 気 恥 かしくな つたと 

見え、 

「だが 僕に 言わせり や、 そもそも 女なん か 一 人 もい な 

い 方が いい、 女なん か 悪魔に さらわれろ だ」 と 言い直 

した。 

着物 を 着て しまう と、 二人 は 茶亭へ 行った。 この 茶 

亭をサ モイ レン コ はわが 家 同様に 心得て、 茶碗な ども 

ちゃんと 自用の が 備えつ けて ある。 毎朝 彼に 出る 盆に 

さ；：：.' こ 

は、 コ— ヒ ー がー 杯、 背の 高い 切 籠の コップに アイス 

ゥォ ー タ— がー 杯、 コニャックが 一杯と きまって いた- 



「ところで また 先刻の 話 だが ね」 と 彼 は 言った、 「君に 

はなに も 隠し だて はしまい。 親友と してす つかりぶ ち 

まけて 聴いて 貰う つもり だ。 僕と ナヂ ェ— ジダ. 

フヨ ー ドロ ヴナ との 関係 は 愚劣 だ。 …… じつに 愚劣 だ。 

つまらん 私事 を 聴かせて すまない。 だが 僕 はどうして 

も 言わず に はいられな いの だ ご 

話の 様子 を 察した サ モイ レン コは、 眼 を 落す と、 指 

さきで テ— ブル をコ ッコッ いわせ はじめた。 

「僕 は あの 女と 二 年 一 緒に 暮らして、 今 じ や 厭 気がさ 

しち まったん だ」 と ラエ ー フス キイ は 続けた、 「いや、 

本当 はこう だ、 初めつ から 愛なん かなかった ことが、 



見た こと もない 人間た ち、 見た こと もない 自然、 み じ 

め きわまる 生活 程度 すべて こうした こと は、 君、 

温い 毛皮 外套に くるまって ナヂェ ー ジダ . フヨ ー ドロ 

ヴナと 手 を 組んで、 ネ フス キイ 〔(ぺ テル ブルダの 広 小 

路の 名)〕 の 大通り を ぶらつきながら、 南の 国 を 夢見る 

ほど のんきな ことじ やない。 ここで は 生きる か 死ぬ か 

の 戦が 必要な の だ。 ところで 僕 は 一体 どんな 戦士 かね。 

憫れ むべき 神経衰弱 患者 だ、 遊民 だ。 …… そもそもの 

初日から 僕 は、 せっかく 考えて いた 勤労 生活と か 葡萄 

びた 

畑と かいう こと は、 鏢 一文の 値 打 もない こと を 了解し 

たの だ。 さて 恋愛の 方 はどう かとい うと、 ス ペンザ— 



人なら、 偽善が やれた かもしれ ない、 忍耐の 修行が 出 

来た かも 知れない。 随っ てまた 愛しても いない 人間 を、 

自分の 修行に 欠く ベ からざる 物品と 看做しえ たか もし 

れ ない。 だが 僕 はま だ そこまで は 堕落して いないね。 

ダムべ ル 

忍耐 修行が したくな つ たら、 僕なら 啞鈴か 荒馬 を 買う。 

人間 を 使う 気 はしない ね ご 

サ モイ レン コは氷 を 入れた 白葡萄酒 を 命じた。 それ 

を 一杯ず つ 飲んだ とき、 ラエ ー フス キイが だしぬけに 

1ー1 一口 ォ 

「脳軟化症 というの は どんな 病気 かね ご 

「それ は、 さあ 何と 言ったら いい かな —— つまり 脳が 



ると ころ、 人間の 住む ところ、 思想の あると ころへ さ。 

…… ああ 今、 どこか モスク ヷ県か トウ— ラ県 かで、 小 

川で ぼち やぼち ややる、 冷たく つて 顫え あがる ね、 そ 

れ から 一番び りつこの 学生で もなんでも いい、 そいつ 

を 相手に 三時 間 ほど 歩き 廻 わる、 喋る、 大いに 喋リま 

くる —— それが 出来たら、 命の 半分ぐ らい は 投げ出し 

て も 惜しく はない ね。 …… ああ、 乾草の 匂い。 憶えて 

るかい？ それから 夕 暮庭を 歩いて いると、 庭の 中 か 

ら 漏れて くる ピアノの 音。 遠くで 汽車の 通る 音が する。 

…：- J 

ラエ— フス キイ は 嬉しくな つて 笑い出した。 その 眼 



に は 涙 さえ 浮かんで いる。 それ を 見せまい と、 彼 は 

マッチ をと る 風 をして、 隣の テ ー ブルへ と 坐った なり 

で 身 を： ffl. ばした。 

「僕 はこれ でもう 十八 年 口 シャを 見ない」 とサ モイ レ 

ンコが 言った、 「どんなだった か、 すっかり 忘れち まつ 

た。 僕に 言わせれば、 この コー カサス ほど 結構な とこ 

ろ はない ね ご 

r ヴェ レシ チヤ— ギン 〔(有名な 画家。 ブル ガリ ャ 戦役、 

聖書な どに 取材した 名画が 多く、 そのほか 風景画 ゃ歴 

史 画が ある)〕 の 絵に こんなの が ある。 深い 深い 井戸 

の 底で、 死刑囚た ちが 悲歎に 暮れて いると ころ だ。 君 



は、 <? と 

「君のお 母さん は 生きて るかね ご 

と 訊いて みた。 

「ああ。 だが 義絶 も 同然 だ。 母 は 僕たちの 関係 を 許し 

て くれないんだ ご 

サ モイ レン コ はこの 友達が 好きだった。 ラエ ー フス 

キイ は 善良 愛すべき 男 だ、 大学生 だ、 共に 飲み、 共に 

笑い、 共に 語る に 足る 好漢 だ、 と 思って いる。 ただ、 

彼に わかる 限りの ラエ— フス キイ は、 すこぶる 気に入 

らぬ 特徴 を 具えて いる。 時 を 選ばずに 大酒 を 飲む、 力 

ルタを 打つ、 勤め を おろそかに する、 ぶん を 越えた 生 



前方に 向けて、 彼 は あたりに 眼 を 配って 行きながら、 

この 遊歩 路の 出来栄え は 申し ぶんがな いと 思い、 まだ 

若い 糸杉 ゃュ ー カリ や、 体液 不調 だと 見えて 醜い 棕櫚 

や を 実に 美しい と 思い、 今に だんだん 大きな 樹蔭を 作 

るよう になる だろうと 思い、 チェ ルケ ー ス人 〔(コ ー 力 

サス、 クバ— ン河 以西に 名残り をと どめる 一民 族。 正 

統 派の 回教 を 奉ずる)〕 は 正直で 客 好きな 種族 だな ど 

と 思う のだった。 そして 『この コ— カサスが ラエ ー フ 

ス キイの 気に入 らんと はお かしい、 どうもお かしい』 

と 考えた。 銃 を かついだ 兵隊が 五 人、 向う から 来て 敬 

礼して 通る。 遊歩 路の 右側の 歩道 を、 役人の 妻 君が 息 



子の 中学生 を 連れて 通る。 

「お早う、 マリヤ. コン スタン チ— ノ ヴナ」 と、 サモ 

ィ レン コ はに こに こして 声をかける、 「水浴でした か、 

ハ、 ハ、 ハ。 ：：•• ニコ ヂ— ム • アレクサンドル イチに 

よろしく ご 

そして、 独りでに こに こしながら 歩いて 行く。 やが 

て 向う から 軍医 助手が やって来 るの を 見る と、 急に 眉 

をし かめて 呼びと めて 訊く。 

「患者が 来て おる かご 

「参って おりません、 閣下 ご 



「参って おりません、 閣下 ご 

「よし、 行け。 …… 」 

威風 堂々 と 体 を 揺すりながら、 彼はレ モナ— デのス 

タン ドへ足 を 向ける。 一見 グル ジャ女 〔(外 コー カサ 

スに 住む コ —カサス 族の 一 )〕 とも 見 まがう 満々 たる 

胸 をした ユダヤ 婆さんが、 台の 向う に 坐って いる。 そ 

の 婆さんに、 彼 は 三軍 を叱咜 する ような 声で 言う。 

「君、 ソ— ダ水を 一 杯た のむ！」 



二 



ラエ— フス キイが ナヂェ ー ジダ . フヨ ー ドロ ヴナに 

嫌悪 を 感ずる の は、 なにより もまず、 彼女の 言う こと 

なすこと ことごとく 噓 乃至 は 噓 らしく 見えて ならぬ か 

ら である。 また、 今までに 読んだ 女性なら びに 恋愛に 

ついての 反対論の ことごとくが、 これ 以上 は 望めぬ ほ 

ど ぴったりと、 彼と ナヂェ —ジダ 及び その 夫の 場合に 

あてはまって 見える からで ある。 家に 帰って 見る と、 

彼女 はもう 髪 をと とのえ 身 じまい を 済まして 窓際に 坐 

り、 むずかしい 顔 をして コ— ヒ— を 飲みながら、 厚い 



「だって 私、 先生に また 叱られる といけ ない と 思つ 

て。」 

「じ や 先生に 訊いたら いいさ。 僕 は 医者 じ やない ご 

うしろくび 

今度 は、 彼女の あらわな 白い 頸筋と 後 頸 を 這う 捲 

毛の 束と が、 たまらなく ラエ ー フス キイの 気にさ わる 

のだった。 夫への 愛の 冷めた アンナ. カレ— ニナに 

とって、 なにより 厭で ならなかった の は 夫の 耳だった 

という 話 を 思い出して、 彼 は 『本当 だ、 あれ はじつ に 

本当 だ』 と 思った。 

気分 も 悪 いし、 頭が 空 つぼに なつ たような 感じな の 

で、 坡は 書斎に はいって 長椅子に 横にな リ、 蠅 よけに 



トルコ 人 や 怠惰な アブ ハジ ャ 土人 〔(黒海 東北 岸お よ 

びコ— カサス 山中に 住む 一民 族)〕 のうろ ついている 

この 海辺に は、 とても 存在し えぬ ような 気がした。 あ 

そこにいて こそ、 正直な 人間に も、 賢い 人間に も、 高 

尚な 人間に も、 純潔な 人間に も なれる ので、 ここにい 

て はとても 駄目な の だ、 理想 もな く 確乎と した 生活 方 

針 もない われと わが 身 を 彼 は 責める のだった。 もっと 

も それが 何で あるか は、 今ではお ぼろげ ながら わかつ 

ていた けれど。 …… 二 年 前 ナヂェ —ジダ を 恋した 時に 

は、 彼女と 手 を 取りあって コ— カサスへ 行き さえ すれ 

ば、 それで 俗悪 空虚な 生活から 救われる ものと 考えて 



一 一時にな ると ラエ ー フス キイ は ナヂェ ー ジダと 昼食 

の 卓に 向い合った。 料理 女が トマトの はいった 来の 

ス— プを 出した とき、 ラエ— フス キイが 言った。 

「毎に ち 毎に ち 同じ だね。 なぜ 野菜 ス— プを しない 

の ご 

「キヤべ ッ がな いんです もの ご 

「ふむ、 妙 だね。 サ モイ レン コの ところで も キヤべ 

ッ-スー プ をして いる。 マリヤ • コ ン スタン チ ー ノヴ 

ナの ところで も 野菜 ス— プが 出る。 この 甘ったる いど 

ろ どろした 奴 を 食わされ るの は、 なぜか 知らん が この 

僕 一人 だ、 こんな こっち や 駄目 だね、 奥さん ご 



「逃げ るんだ、 逃げ るんだ。 きっぱり 片を つけて 逃げ 

るんだ ご 

彼 は 長椅子に 横にな つた。 ふたたび、 ナヂェ ー ジダ 

の 夫の 死 は 自分の 罪 かもしれ ぬと 思 つ た。 

「惚れた、 厭 気がさした、 それだけの ことで 人間 を責 

める の は 愚 だ ご 寝ころん だままで 長靴 を 穿こうと 両 

足 を 持ち上げながら、 彼 は 自分に 言い 聴かせた、 「愛憎 

は 人 のよ く 制する と - J ろに 非らず さ。 あれの 亭主が 死 

ん だに ついては、 おれ も 間接の 原因の 一 つなの かもし 

れんが、 おれが 彼奴の 女房に 惚れ、 彼奴の 女房が おれ 

に 惚れた といって、 いったい それが この おれの 罪 かご 



彼 は 起き 上る と 制帽 を 探し出して、 同僚の シェシ 

コー フス キイのと ころへ 出掛けた。 この 家に は 毎日の 

ように 役人 連が 集ま つ て、 ヴ イン ト 〔(四 人です る カル 

タ 遊びの 一種)〕 をしたり 冷やし 麦酒 を 飲んだり する 

ので ある。 

「おれの 優柔不断な ところ は ハム レット そっくり だ」 

と途々 ラエ— フス キイ は 考えた、 r シェ ー クス ピャの 

観察 はじつ に 正しい。 ああ、 じつに 正しい！」 

二 



バムの 点検が すむ と、 フォン • コ— レン は 飾 棚から ピ 

スト ルを とって、 左の 眼 を 細く して 長い こと ヴォ ロン 

ツォフ 公 〔(コ ー カサスの 役、 トルコの 役、 ナポレオン 

戦争に 戦功 あり、 のち コー カサス 総督と して、 この 地 

方の 恩人であった)〕 を 狙って いる。 さもな くば 鏡の 

前に 立って、 自分の 浅黒い 顔 や 大きな 額 や、 ニグ 口の 

ように 縮れた 黒い 髪の毛 や、 ペルシャ 絨毯み たいな 大 

きな 花模様の ある 鼠色 更紗の ワイシャツ や、 チョッキ 

代りの 幅の ひろい 革帯 や を 点検す る。 この 自己 観照 は、 

アルバムの 検査 や 高価な 象嵌 の ある ピストル よりもむ 

しろ 嬉しそう である。 実際 彼 は、 自分の 顔つき や、 き 



「な あに、 仕事 は 熊 じ やない から、 森の 中へ 逃げて 行 

き はしません さ」 と、 補 祭 は 祭服の 下 衣の とても 深い 

ポケットに 両手 を 突っ込んだ まま、 笑いながら 言う。 

「君 ものん きな 人 だな」 と 動物学者が 歎息した。 

それから また 十五 分 二十 分と たつが、 食事の 報ら せ 

はいつ こうない。 相 変らず 従卒が 板の間から 台所へ 台 

所から 板の間へ、 どた どた と 長靴で 龃 けずり 廻 わる 音 

と、 サ モイ レン コの 叱咜が 聞こえる ばかりで ある。 I 

「テ— ブルへ 載せろ というに！ こら、 どこへ 持って 

行く！ 先に それ を 洗 うんだ ご 



る こと は 人 眼 を 避けて やった もの だ。 これ は 泥棒が 物 

を 盗む のに 人 眼 を 避けて、 決して 大っ ぴらに はやらぬ 

と 同じ 心理 だ。 人々 は 姦通と いう もの を、 衆人環視 裡 

では 行う ベ からざる ものと 心得て いる。 ラエ ー フス キ 

ィ はこの 点で も 先駆者の 役目 を 勤めた。 彼 は 公然と 人 

の 女房と いっしょ になって いる。 第 四に …… 」 

フォン . コー レン はすば やく 冷ス ー プを搔 き 込んで、 

皿 を 従卒に 渡した。 

「僕 は ラエ— フス キイと 知り合った その 月のう ちに、 

彼の 人物が わかって しまった」 と 彼 は 補 祭 を 相手に つ 

づけた、 「僕 は 彼と 同時に この 町へ 来た。 いったい あ 



いて 本 を 読まぬ のか、 なぜそう 教養が なく 無知な のか 

—— などと 一 とおりの 苦言 は呈 して 見た。 それに 対し 

にが わら 

て 彼 は 苦笑い をし 溜息 を ついて、 こう 答える の を 常と 

した。 —— 『僕 は 薄命 児 だ。 余計者 だ。』 乃至 『君 はわ 

れ われ 農奴 制の 出殻に 何 を 求めよう というの か。』 あ 

るい はまた、 『われわれ は頹 廃しつつ あるの だ』 といつ 

た 調子 だ。 さもな けり や 、 ォネ— ギ ンだ とか、 ぺ チヨ— 

リン だと か、 バイ ロンの 力 イン だと か、 バザ— ロフだ 

とかに ついて、 囈語を 並べ だす。 そして 言う の だ。 I 

I 『これ こそ 霊肉と もに われわれの 祖先 だ。』 つまり 君、 

役所の 書類が 封 も 開けずに 何 週間 も 放り出し てあつた 



了解に 苦しんで いた。 シニック か、 それとも 達者な 巾 

着 切り か。 なにしろ 彼のよう な、 一 見 インテリ らしく 

少し は 教育 も あり、 自分の 生まれの よさ を 喋々 する 

てあい 

手 合と きたら、 際限ない 複雑な 性格 を 装う ことが 上手 

な もの だからね ご 

「よさん か！」 とサ モイ レン コは 憤然として、 「僕の 面 

前で、 高潔の 士を 悪し ざまに 言う こと は 許さん ぞご 

「まあ 待ち 給え、 アレクサンドル • ダヴィ —ド イチ」 

と フォン. コー レン は 冷やかに、 「もう 直ぐ 結論に する 

よ。 ラエ ー フス キイなる もの は、 きわめて 簡単な オル 

ガ ニズム である。 彼の 精神の 骨骼 は 次の ごとし。 —— 



「ああ 沢山、 沢山」 と 動物学者 は 遮って、 「君 は 奴が 役 

所に 出て いる と言うね。 だが その 勤め振り はどう だ！ 

彼が この 町に 現われた 結果、 果たして 秩序が よくな つ 

たかね。 果たして 役人た ちが 几帳面に 丁寧に なった か 

ね。 事実 はこれ に 反し、 その 大学 出の インテリ たる 権 

威 を もって、 彼らの 放埒 を 是認した にと どまる。 彼が 

几帳面に 勤める の は 月給日の 二十日 だけ だ。 あと は 家 

で スリッパ をべ たべた 言わせながら、 俺が コ —カサス 

にいて やる だけで も、 ロシャ 政府 はありが たいと 思え 

というよ うな 顔 をして いる。 いや 駄目 だ、 アレクサ ン 

ドル. ダヴィ ー ド イチ、 奴の 肩なん か 持ち 給うな。 君 



は 徹頭徹尾、 実意の ない 男 だよ。 君が もし 本当に あの 

男が 好きで、 あえて 隣人と 認めるなら、 まず 最初に 彼 

の 欠点に 無関心で はおられぬ はず だ。 彼に 対して 寛大 

では おられぬ はず だ。 それ どころ か、 彼のた めに も、 

どうにかして 無害な 人間に してやり たいと 考える とこ 

ろ だ ご 

「と いうと？.」 

「無害な 人間に する のさ。 もう 矯正の 見込み はない 人 

間 だから、 無害に しち まう 方法 はた だ 一 つ …… 」 

フォン • コー レン は 指で 自分の 頸筋に 線 を 引いて 見 

せて、 



て、 土木工事 〔(飢饉 や 不況 時に、 その 匡救の ため 国家 

や 社会 団体が 興す 公共 土木 事業 を 指す)〕 に 追い 使う か。 

…：- J 

「ま つ たくなん てこと を 言う」 サ モイ レン コ は 身ぶ る 

い をした。 「あ、 胡椒、 胡椒」 と、 挽肉 を 詰物に したと 

うなす を、 胡椒 を 掛けずに 補 祭が 食いだ したの を 見て、 

彼 は 情ない 声 を 出して、 「あの 聡明 極まる 男の こと を、 

まこ 

君 はなん てこと を 言う！ 吾人の 親友、 矜リ ある 知識 

人 を 君 は 土方に するとい うの か！」 

「なまじっか 矜 りが あって 反抗で もしたら、 それ こそ 

足枷 だ ご 



は、 文明 は 亡び 人類 は 遂に 退化す るだろう からね。 も 

しそうな つたら、 それ はわれ われの 罪 だ ご 

「人間 を 溺れ 死なせたり、 首 を 絞めたり しなけ り やな 

らんの なら」 とサ モイ レン コは 言い返した、 「そんな 文 

明が 何になる、 そんな 人類が 何になる。 ええ、 何に な 

る！ 僕 は 君に 言いたい ことがある。 なるほど 君は大 

学者 だ、 非常な 秀才 だ、 祖国の 誇り だ。 だが 惜し むら 

く は 君 は ドイツ人に 毒され た。 そうと も、 ドイツ人、 

サ モイ レン コは 医学 を 学んだ デルプ ト 〔(公式の 口 

シャ名 をュ— リ エフと 言った。 また 一名 ドル パ— ド。 



現在 はェ スト ニヤの 都巿 である)〕 を 去って 以来、 ドィ 

ッ 人に はた まにし か 逢わず、 ドイツの 本な ど は 手に し 

たこと もなかった。 しかし、 彼の 意見に よれば、 政治 

ち と 

上 及び 学問 上の 一 切の 邪説 はこと ごとく ドイツ人が 因 

なので ある。 いったい どうして こんな 意見に なった の 

か は 自分で も 知らなかった が、 とにかく 彼 はこの 見解 

を 持して 譲らなかった。 

「そうと も、 ドイツ人」 と 彼 はもう 一 べん 繰り返して、 

「さあ、 お茶 を 飲みに 行こう ご 

三人 は 起ち 上がって 帽子 を かぶる と、 柵 をめ ぐらし 

た 小 庭の 方へ 出て 行った。 そこに は 梨 や 栗 や 淡色の 楓 



などが 蔭 を 作って いる。 三人 は樹 蔭に 腰をおろした。 

動物学者と 補 祭 は 小 卓の 前の ベンチに 陣取り、 サ モイ 

もた 

レン コは 広い 斜めの 凭れの ある 籐椅子に 身 を 沈めた。 

従卒が 茶と ジャムと シロップ を 一 本 持って来た。 

その 日 は 非常に 暑く、 日蔭で も 三十 度 はあった。 大 

気 は 死んだ ように そより ともせず、 長い 蜘蛛の &が栗 

の 梢から 地上に 力なく 垂れ下がった まま、 じっと 揺れ 

ずに いた。 

補 祭 はい つも 小 卓の 足 もとに 転がして ある ギタ ー を 

取り上げて、 調子 を 合わせてから 細い 声で、 



そうら、 裾 を 引きずった ハレルヤ どのが、 するすると 

大司教に 御 昇進、 まあ さ、 御手に 接吻せ にやなる まい 

それ もよ しょし どうぞ まあ 」 

いびき 

まもなく 鼾が 聞こえ だした。 フォン .コー レンと 

補 祭 は 茶 を 飲み乾して、 おもてへ 出て 行った。 

「君 はまた 波止場で はぜ 釣りです かね」 と 動物学者が 

K ヽ ~J。 
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「いや、 暑い から やめです ご 

「僕の 家へ 来 給えよ。 そして 小包 を こしらえる なり、 

清書 をす るな りして 見ない か。 ついでに 君の 仕事の こ 

とも いっしょに 考えて 見よう。 補 祭 君、 働かな くち や 



と 折れ曲がつ ている ところ は、 ちょうど 顔が 人形 箱 か 

ら視 いてで もい るよう な 恰好で、 じつに 愛 くるしく 見 

える にちがいないと 思えた。 また 彼女 は 思う のだった _ 

いったい この 町で、 若く つて 美しく つて 教育の ある 女 

といったら、 この 私 一人し かいない の だ、 また 優美で 

趣味が あってし かも 経済的な 身 装の 出来る 女 も、 自分 

一人し かいない の だ。 この 着物に しても たった 二十 二 

ル ー ブリ しか 掛けて ない の だが、 とてもよ く 見える 

じ やない か。 魅力の ある 女と いったら、 町 じゅう 探し 

て も 私 一人し かいない。 ところが 男 は 大勢 だ。 だから 

みんな、 自然と ラエ ー フス キイの こと を 羨んで いるに 
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近 ごろ ラエ ー フス キイの 態度が 冷たくな つて、 取つ 

てつけた ような 鄭重 さ を 見せたり、 時には 無慈悲で 粗 

暴な 態度 さえ 見せる ようになった ことが、 彼女に はむ 

しろ 嬉しかった。 彼の ヒステリックな 言動 や、 蔑む よ 

うな 冷やかな、 奇怪と もなん とも 不可解な 視線 を 投げ 

つけられたら、 以前の 彼女なら 泣き もしたろう、 怨み 

もしたろう、 出て 行きます とか 飢え死に 死ん じ まう と 

か 脅し文句 も 並べたろう。 ところが 今では、 そんな 扱 

い を 受けても ただ 顔 を 赤らめて、 すまな そうな 眼つ き 

で 彼 を 見る だけで、 心で は 彼が ちゃほやして くれない 



暑さ、 退屈 さ。 宵の 美し さ、 悩まし さ。 夜中の 蒸 暑さ _ 

そして 朝から 晚 まで、 ひたすら 時間 を 持て あまして 暮 

らす この 生活。 自分 こそ この 町で 一番の 若い 美しい 女 

だ、 ぐずぐず していて はこの 若さ も 空しく 過ぎて しま 

う、 と 片時 も 耳許 を 離れない 内心の 囁き。 そして また 

なるほど 潔白で 思想 的な 男 かも 知れない が、 単調で、 

二 六 時ち ゆう スリッパ をべ たべた 言わせ、 爪を嚙 み、 

我 儘ば か り 言 つて うんざりさせる ラエ— フス キイ 自身 _ 

—— これらの 要素が 相 寄って、 次第 次第に 彼女 を ある 

慾 望の 俘に してし まった のであった。 もう 今では、 

夜 も 昼 も 彼女の 想念に は 一 つ ことしかない。 自分の 息 



海岸に は 婦人 用の 海水 小屋が 一 つ あるきり で、 男 は 

野天で 水浴 をす るの だった。 ナヂェ —ジダ が 小屋に は 

いって 行く と、 例の マリヤ • コ ン スタン チ ー ノヴナ と 

いう 中 婆さんの 官吏 夫人と、 その 娘で 力— チヤと いう 

十五の 女学生と がいた。 二人 は ベンチに 腰かけて、 着 

物 を 脱いで いると ころだった。 マリヤ .コ ンス タン 

チ ー ノヴナ というの は 人の 好い、 すぐ 夢中になる、 よ 

く 気の つく 婦人で、 一 と 言 ひとこと 長く 伸ばして、 い 

かに も感 きわまつ たような 物の 言い方 をす る。 三十 一 一 

の 歳まで 家庭教師 をして、 それから 官吏 ビチュ —ゴフ 

に 嫁いだ。 これ はわず かに 禿げ 残った 毛 を 念入りに 両 



それから 力— チヤ を 見て、 『娘の 方 はまず 十人並み だ』 

と 思う。 「本当にお 宅の 二 コヂ ー ム. アレクサンドル ィ 

チ はなん て 思いやりの ある 方でしょう」 と 今度 は 声に 

出して、 「私すつ かり 首った けにな りまして よご 

「ほほ ほ」 と マリヤ. コン スタン チ ー ノヴナ は 無理に 

笑って、 「まあ、 素敵です わ！」 

着物から 解き放 たれる と、 ナヂェ —ジダ は そのまま 

飛び立ちたい 慾 望 を 感じた。 実際、 両手 を羽搏 いたら 

きっと 大空へ 舞い上がれる、 とそん な 気がした。 裸に 

なった 彼女 は、 自分の 真白な 肌 を、 ォ リガが 厭悪の 眸 

でじろ じろ 見て いるのに 気がついた。 オリ ガは 若い 兵 



が、 すぐ 疲れたと 見え、 大急ぎで 引き返して 来た。 そ 

の 真剣な 緊張した 顔 を 見る と、 どうやら 自信 はな いら 

しい。 

「ほんと に 男の子に は 泣かされます わね え ご ほっと 

して マリヤ • コン スタン チ— ノヴナ が 言った、 「今にも 

首の 骨 を折リ はしまい かと、 はら はら 致し ますんで す 

のよ。 ねえ あなた、 子の 母になります の は、 楽しみ も 

ございます けど、 それなりに ずいぶん 辛い ものです わ _ 

気の 休まる 暇 も ございません ものね ご 

ナヂェ —ジダ は 麦藁帽子 を かぶる と、 小屋から 外海 

へ 泳ぎ 出した。 も の の 五分 間 ほど 泳 いだと ころで 仰向 



町から 南へ 二 里ば かり、 黒 河と 黄河と 呼ばれる 二 つ 

の 小川の 合する ところに ある 居酒屋の 辺で 馬車 をと め 

て、 魚の ス— プ でも 煮ようと いうの が、 その 日の プラ 

ン であった。 五 時 を 廻る とすぐ 出発した。 先頭の 

四 輪 馬車に はサ モイ レン コと ラエ— フス キイが 乗り込 

み、 次の 半 幌馬車 は 三 頭 立てで、 マリヤ .コ ン スタン 

チ ー ノヴナ と ナヂェ —ジダ と、 それから 力 ー チヤと 

コー ス チヤが 乗って いる。 食糧の 籠と 食器 類 はこの 車 

に 積み込ん である。 次の 馬車に は 署長の キリ— リンと、 



ァチ ミア ー ノフ という 青年が 乗って いる。 これ はナ 

ヂ ェ —ジダ が 三百 ル —プリの 借り を こしらえた 例の 商 

人ァチ ミア ー ノフの 息子 だ。 この 二人と 向い あわせの 

席に は、 ニコ ヂ— ム. アレクサンドル イチが、 ちょこ 

んと あぐらをかいて 身体 を 縮めて 坐って いる。 これ は 

小鬢の 髪 を 撫でつ けた、 几帳面な 小男で ある。 一番 後 

の 車に は フォン • コ— レンと 補 祭が 乗って いる。 補 祭 

の 脚の 間に は 魚 を 入れた 籃が 立てて ある。 

「み、 右！」 と、 土人の 荷馬車 や、 驢馬に 乗った アブ 

ハジ ャ 人に 出くわす たびに、 サ モイ レン コが あらん 限 

りの 声で 呶 鳴る。 



あるんで すよ。 司祭 長 をして いる 伯父 も 尽力して くれ 

るそう だし。 あなたと 一 緒に 出掛ける となると、 みん 

なに 無駄骨 を 折らせる ことになります ね ご 

「なんだ つて 君 は 躊躇す るんだろう。 君が いつまでも、 

世間並みの 補 祭で いて、 休日 だけ 勤めて その あと はぶ 

らぶ らして いるよう だと、 十 年た つたつ て 元の 太 H 阿弥 

だぜ。 そり や 口髭と 顎 鬚ぐ らい は 殖える かも 知れん。 

ところが 君が 探険から 帰った となると、 その 十 年間に 

見違える ような 人間になる。 とにかく 一 つの 仕事 を果 

たした という 自覚が、 君 を 富ませる の だ ご 

婦人 連の 馬車から、 恐怖と 歓喜の きいきい 声が 起 



ケ ルバ ライ はい が 栗 頭 を 縦に 振 つてな にやら 眩いた 

が、 その 声 は 最後の 馬車の 人に しか わからなかった。 

「岩魚が "、- j ざ います、 閣下。 」 

「持って来い、 持って こい」 と フォン • コ— レンが そ 

れに 答えた。 

居酒屋 を 過ぎて 五 百 歩 ほどのと ころで 馬車 は 停った。 

サ モイ レン コは、 腰を下ろす にちよう どい い 石の 散ら 

あらし 

ばっている 小さな 草 場 を 見つけた。 暴風に 吹き倒され 

た樹が 一 本、 長い 鬚の ある 根 をむ き 出し、 かさかさに 

枯れた 黄色い 剌を 見せて 横たわつ ている。 丸太 を 組ん 

だ 危なっかしい 橋が そこの 流れに 渡して あり、 ちょう 



しに 蟬が 鳴く。 

「まあ 好い こと！」 と マリヤ • コン スタン チ— ノヴナ 

が、 うっとりして 深い 息 を 吸い込みながら 言った、 「ね 

えお 前た ち、 御覧よ。 なんてい いんだろう。 なんて 静 

かなんだ ろうね ご 

「そう、 じつにい い」 と ラエ ー フス キイ も 相槌を打つ 

た。 この 景色 は 彼の 気に入った。 それに、 空 を 仰ぎ、 

やがて 居酒屋の 煙突から 立ち 昇る 青い 煙 を 眺めた とき、 

彼 はふつ と 悲しくな つたので ある。 「そう、 じつにい 

い」 と 彼 はもう 一 度 繰り返した。 

「ィ ヷン . アンドレ ー イチ、 この 景色 を 描写して 下さ 



いな」 と マリヤ • コン スタン チ— ノヴナ が 潤み 声 を 出 

した。 

「なぜです か」 と ラエ— フス キイ は 訊き返した、 「いか 

なる 描写 も 印象に は 及びません。 印象 を 通じて 万人が 

自然から 受ける この 豊かな 色彩と 音響 を、 作家と い う 

もの は 醜怪な 何やら わけの わからん ものに でっち 上げ 

てし まう のです ご 

「そうか しら？」 水際の 一 番 大きな 石 を 選んで、 それ 

に 坐ろうと 攀じ登りながら、 フォン • コ— レンが 冷や 

かに 訊いた。 「そうか しら」 と ラエ— フス キイ を じつ 

と 見据えながら 〔# 「見据えながら」 は 底本で は 「見据え 



なから 匕、 もう 一 ど 繰り返す。 「じ や 『ロメオと ジ ユリ 

エツ ト』 は？ じ や 例えば プ ー シ キンの 『ウクライナ 

の 夜』 〔(プ ー シ キンの 史詩 『ポルタ ヷ』 の 第二 歌 中、 

ウクライナの 夜の 静寂 を 写した 部分 を 指す。 古今の 絶 

唱 とされて いる)〕 は？ 自然 はよ ろしく その 足下に 

拝 跪すべき だ ご 

「そり やま あそう だ …… 」 ラエ— フス キイ は 同意した- 

彼 は 考えたり 議論した りする のが 面倒臭い の だ。 「し 

かし」 としば らくして 言う、 「底 を 割って 見れば、 ロメ 

ォとジ ユリ エツ ト とはいつ たい 何もの だろう。 美しい 

詩的な 神聖な 恋なん て 言った つ て、 腐れ を 匿そう がた 



めの 薔薇の 花に 過ぎない じ やない か。 ロメオ だって 

やっぱり、 みんなと ちっとも 変らぬ 動物に 過ぎん の 

だ ご 

「なんの 話 をしても 君 はすぐ 問題 を …… 」 と フォン - 

コ ー レン はちら と 力— チヤの 方 を 見て、 言い さした。 

「なにに 持つ て 行く と言うん だね」 と ラエ ー フス キイ 

はたず ねる。 

「たとえば 人が 『葡萄の 房 はじつ にきれ いだね』 と 言 

うとす る。 すると 君 は、 『うん、 だが 人に しゃぶられて 

胃の 腑 のなかで 消化され ると ころ は みられた もの じ や 

ない ぜ』 と言うんだ。 なにも そんな こと を 言う 必要 は 



ン とァチ ミア ー ノフと 二 コヂ— ム . アレクサンドル ィ 

チ だけが 残った。 ケ ルバ ライが 椅子 を 担いで 来て、 地 

面に 毛氈 を 敷き、 数 本の 酒 瓶 を そこへ 置いた。 

署長の キリ— リン は 背の 高い 堂々 たる 男で、 どんな 

いい 天気で も 夏服の 上に 大 外套 を 着て いる。 傲然と し 

た その 態度、 尊大な その 歩きぶ リ、 嗄れ 気味の 幅の あ 

る 声 —— ど う 見ても 田舎の 若手の 警察署 長 である。 も 

の 悲しげ な 寝 呆け 顔 をして いると ころ は、 たったいま 

無理やりに 起こされ たと 言わんばかり だ。 

「おいこら、 貴様の 持って来 たの は、 こり やい つたい 

何 だ」 と 彼 は 一 語 一 語 を おもむろに 切りながら、 ケル 



バ ライに 喰って かかった、 「おれ は クヷレ —リを 持つ 

て 来い と 言った の だぞ。 それ を 貴様の 持って来 たの は 

何 だ。 この 韃靼の 豚 野郎め。 ああん、 こり や 何 かよ ご 

「僕たちの 持って来た 酒が 沢山 あるじ やないで すか、 

エゴ— ル • ァレ クセ— イチ」 と、 二 コヂ— ム • ァレク 

サン ドル イチが おずおずと 慇憝な 調子で いう。 

「いっこうに 構わん。 僕 は 僕で 自分の 酒が 欲しい の だ。 

僕 もこの ピクニックに 加わった 以上、 立派に 自分の分 

前 を 出す 権利が ある ものと 考える。 かん. がえ る。 こ 

ら、 クヷレ —リを 十本 持って来 いご 

「何 だって また そんなに 沢山」 と ニコ ヂ ー ム. ァレク 



火 を 見て いる。 マリヤ. コン スタン チ— ノヴナ は 力— 

チヤと コ— スチャ に 手伝わせて、 籠から 茶碗 や 皿 を 出 

している。 フォン • コ— レン は 岸の すぐ 水際に 立って、 

腕組み をし 片足 を 石に かけて、 何やら 考え込んで いる。 

焚火の 赤い 斑が 影と 入り乱れて、 黒い 人影の まわりの 

地 を 這い、 岡 や 樹立 や 橋 や 乾 小屋に 顫えて いる。 その 

反対側に は、 水に 穿 たれて 穴 ぼ こだら けの 嶮 しい 岩 岸 

がすつ かリ 照らし 出されて、 ちらちらと 川面に 映り、 

矢の ような 奔流に 千々 に 砕けて いる。 

補 祭 は 魚 をと りに 出掛けた。 ケ ルバ ライが 川べ りで 

腸 を 抜いて 洗って いるの だ。 が 途中で 立ち どまって、 



ら。 本当に さぞ 滑稽 で 馬鹿げた 無茶苦茶な ことになる 

だろう。 そう 思う と 急に、 夢中に ならせて 搾れる だけ 

搾って、 その あげくに ぼい と 抛り 出して、 その 結末が 

どうつ く か 見て やりた くな つ た。 

「僕、 失礼です が あなたに 忠告が あるんで すご おず お 

ずと ァチ ミア— ノフが 切り出した、 「あの キリ ー リン 

あ "'つ 

に 気をつけて 頂きたい のです。 彼奴 は 到る ところで あ 

なた を 種に 怪しからん こと を 言い触らして いるんで 

すご 

「馬鹿が どんな こと を 言 い 触ら して 歩こうと、 私の 

知った ことじゃありません わ」 と ナヂェ ー ジダは 冷や 



やま 

そ 這い 廻る 不用の 油紙 だのの 堆 のなかで、 みんな てん 

でに 見当が つか なくなって、 どこに 誰の コップが ある 

の やら、 どこに 誰の パンが あるの やら も わからず、 葡 

こま. 

萄酒を 毛氈に 零す、 自分の 膝に 零す、 塩 を 撒き ちらす、 

おまけに ぐる リー 面 は 真暗で、 焚火 もい つの 間に か衰 

え かけて いるの だが、 誰 ひとり 立って 粗朶 をく べに 行 

くだけの 元気 もない。 みんな 葡萄酒 を 飲んだ が、 コ— 

ス チヤと 力 ー チヤに は コップに 半分ず つだった。 ナ 

ヂェ— ジダは 一 杯で は 足らず 二 杯 目 を 乾して、 酔が 出 

て キリ— リンの ことな ど 忘れて しまった。 

「豪勢な ピ クニ ック だ、 それに じつに 何とも 言えん 晚 



だ」 とほろ 酔い 機嫌の ラエ ー フス キイが 言う、 「だが 僕 

と つくい き 

は、 それ にもかかわらず 敢て よき 冬を択 るね。 『呼気 

は 霜 をむ すんで、 海狸の 襟に 銀 とかが やく』 〔(プ ー 

シ キンの 『ォネ —ギン』 の 一節。 ォネ— ギンが 華やか 

な 社交界で 青春 を 浪費す る ダンディ ぶり を 叙した くだ 

りで、 すなわち 強く 北方へ 牽 かれる ラエ— フス キイの 

気持 を 察すべき である)〕 かご 

「蓼 喰う 虫 も 何と やら さ」 と フォン • コ— レンが 一 言 

を 加える。 

ラエ— フス キイ は 気づ まりを 感じた。 背中から は 焚 

火の 火気が 圧して くる。 胸と 顔へ は フォン • コー レン 



ラエ— フス キイ も 同意見 だ。 彼 は 自然科学 のこと は 

わき ま 

一向 弁えがない。 だから、 蟻の 触角 だの 油虫の 足 だ 

のに 没頭して いる 連中の、 権威 たっぷりの 語調 や 深刻 

らしい 学者 面に は、 何としても 我慢が ならなかった。 

そうした 連中が、 触角 や 足 や、 また 原形質と かいう も 

か き 

の (なんとなく 彼に は それが 牡蠣み たいな ものに 想像 

ちと 

された) を 基に して、 人類の 起原 や 生態まで を 包括し 

ている 問題 を 解こうと かかる の を 見る と、 腹が立って 

ならな か つ た。 しかし ナヂェ ー ジダの 言った ことに も、 

例の 噓っぱ ちが 見えす いていた ので、 ただ 彼女 を やり 

こめる ために 彼 は 言う のだった。 



帰って来 ると、 ラエ— フス キイと ナヂェ —ジダ は、 

真暗で 蒸 暑 い 退屈な わが 家へ はいって 行った。 二人と 

も 黙って いた。 ラエ ー フス キイ は蠟燭 をつ ける。 ナ 

ヂェ— ジダは 椅子に 腰を下ろして、 マント も 帽子 もと 

ら ずに、 悲しげ なす まなそう な 眼で 男 を 見上げた。 

彼に は、 女が 彼の 言い わけ を 待って いる ことが わ 

か つていた が、 今 さら 言い わけな ど は 退屈で 無駄で 面 

倒な だけだった し、 さっき 思わず カツと して 荒い 言葉 

を 使った 自分 を 省みる と、 気分が 重くて ならなかった _ 

そのと き ポケットの 中で ふと 手紙が 指に 触った。 今日 



来る ような 気持が した。 にわかに 狭苦しく、 暗く、 怖 

ろしくな つた。 彼女 は あわただしく 三度 十字 を 切って、 

唱える のだった。 

やすらぎ やすらぎ 

「安息 を 与えた まえ。 …… 主よ、 安息 を 与えた まえ。 

…：- J 

それから 泣き だした。 

「ヷ— ニヤ！」 と 彼女 は 呼んだ、 「ィ ヷン • アンドレ— 

イチ！」 

返事がない。 彼女 は ラエ— フス キイが もう はいって 

うしろ 

来て 椅子の 背後に 立って いるの だと 思い、 子供の よう 

にしゃく り 上げながら、 



あと 

「後から 金 を 送って、 あれ を 呼び寄せる。 …… そこで 

きっぱりと 二人の 関係 を片 づけ るんだ。 君の 健康の た 

めに、 友よ ご 

「待て 待て」 とサ モイ レン コが 言った、 「先に これ を 飲 

んで みてくれ。 …… それ は 僕の 葡萄園の 奴 だ。 この 罎 

+6 .L こ け 

は ナヷリ —ジ ェ の 葡萄園の だし、 こ つ ち はァハ トウ 口 

フの だ。 …… 三つと も 飲って 見て、 ひとつ 忌憚の ない 

ところ をき かして くれ。 …… 僕の はちよ いと 酸味が あ 

るよう なんだ が。 ええ、 どう だね？」 

「うん。 君のお かげで 安心した よ、 アレクサンドル - 

ダヴィ —ド イチ。 ありがとう …… 生き返つ たような 気 



持 だよ ご 

「酸っぱいだろう？」 

「そんな こと、 僕に わかる もんか。 とにかく 君 はじつ 

に 素晴らしい、 得が たい 人物 だ ご 

彼の 蒼白い 興奮した 善良そう な 顔 を 見て いると、 サ 

モイ レン コは、 奴ら は 絶滅して しまうべき だとい う 

フォン • コー レンの 言葉 を 思いだ した。 すると 彼に は 

ラエ— フス キイが、 誰に でも 造作なく いじめたり 息の 

根 をと めたり する ことの 出来る、 護り 手の ないかよ わ 

な 幼児の ように 思えて 来た。 

「向う へ 帰ったら お a> さんと 仲直り をし 給えよ」 と 彼 



は 言った、 「今の まま じ やい かんよ ご 

I うん うん あず，^ 9 る 」 

しばらく 言葉が 途絶えた。 一 本 目が 空になる と、 サ 

モイ レン コが 言った。 

「フォン • コー レンと も 仲直り をす るが いいな。 君た 

ち は 二人とも じつに 立派な 秀抜な 人間 だ。 それが 狼み 

たいに 睨み合つ てるなん て ご 

「そうだ、 あの 男 はじつ に 立派な 秀抜な 人間 だ」 と、 

ゆる 

今 はもう 誰でも 彼で も 褒め上げて 宥 してし まいたい 気 

分で、 ラエ— フス キイ は 相槌 をう つた、 「あの 男 は素晴 

らしい 人物 だ。 そり やそう だが、 彼と 仲好く やって 行 



ぜ といって、 彼の 墳墓の 十字架 は 三 四十 マイル さき か 

らも 隊商の 眼に うつり、 沙漠に 君臨して いるから だ。 

彼が 軍籍に 身 を 置かなかった こと を 僕 は 切に 惜しむ。 

彼 はき つ と 卓越した 天才 的な 司令官に な つたに 相違な 

いと 思う。 その 率いる 騎兵 隊を河 中に 溺ら せて、 屍の 

橋 を 架け 得た 人に 相違ない。 実戦に 必要な の は、 築城 

術 や 戦術より はむしろ かかる 剛勇な の だ。 そうさ、 僕 

はじつ によく あの人 間が わか るんだ。 ねえ 君、 一体な 

んだ つ て 彼 はこん な 所で ぶらぶらして るんだろう。 ザ J 

こに 何の 用が あるんだ ろうご 

「海洋の 動物 を 研究して いるんだ よご 



「いいや、 それ は 違う、 断じて 違う」 と ラエ— フス キ 

ィは 歎息して、 「船中で 一緒にな つた 或る 学者から 聞 

いた こと だが、 黒海に は 動物が きわめて 乏しい そうだ。 

海底に 硫化水素が 過剰な ため、 有機体の 生活 は 不可能 

だとい う 話 だ。 だから 真面目な 動物学者 は みんな ナポ 

リ ゃヴィ ルフラン シュ 〔(南仏、 二 — スに 近く ゼ ノア 湾 

に 臨む 町。 避暑地と して 名高い)〕 の 生物学 実験 所で 

勉強して いる。 ところが フォン • コー レンと きたら、 

独立 独行の 頑固 者 だ。 彼が 黒海で やって いるの は、 こ 

こで は 誰も やって いないから なの だ。 彼が 大学と 絶縁 

し、 先輩 や 同僚に 交わろうと しないの は、 彼が 何より 



徒刑に 処 する もよ い、 また 或る 者 は 鉄則で 縛る もよ い、 

ァラク チェ— エフ 〔(アレクサンドル 一世の 寵臣。 伯爵。 

陸軍大臣 として、 その 極端な 反動 政治 を もって 残忍 魯 

鈍の 名 を 史上にと どめた)〕 が やった ように 太鼓の 音 

で 起床し 就床させる もよ い、 われわれの 貞潔と 美徳 を 

保持す るた めに 宦官 を 置く もよ い、 今日の 狭小な 保守 

的 道徳の 埒を 越える 者 は、 片っ端から 銃殺す る もよ い 

—— すべて これ 人間の 種の 改良の ためなん だから。 … 

…だが、 人間の 種と は 一 体 何 だ。 幻 さ、 蜃気楼 さ。 … 

…世の 専制 者に して 幻想 家でなかった 例し はない。 ね 

え 君、 僕 はじつ によく 彼が わか るんだ。 僕 は 彼 を 買つ 



ている。 彼の 価値 を 否定し はしない。 彼のよう な 人た 

ちに よって こそ 世界 は 支えられ てるんだ からね。 万一 

われわれに 一 任しよう ものなら それ こそ 大変、 僕ら は 

僕らのお めでた さと 親切気と でもって、 あたかも 蠅が 

この 画に 対してし たと 同じ こと を、 この 世界に 対して 

しでかす だろう よ。 そうだと も。」 

ラエ— フス キイ はサ モイ レン コ の 横に 腰を下ろして、 

心からの 熱情 を こめて 言葉 を つづけた。 「僕 は 空虚な 

一文の 値打ち もない 敗残 者に すぎない。 僕の 今 呼吸し 

ている 空気、 この 酒、 恋愛、 一言に して言えば 生活 I 

I それ を 僕 は 今の いままで、 虚偽と 安逸と： Kii とで 



もって 購 つて 来たんだ。 今の いままで 僕 は、 他人 を 欺 

き 自己 を 欺き、 そして そのため 苦しみ 悩んで 来たんだ 

が 、 勿論 こんな 苦悩な ん て 安価な 下劣な ものに すぎ ん 。 

あの フォン . コー レンの 憎悪の 前に、 僕 は 意気地な く 

も 両手 をつ く。 なぜなら 僕 は 時 どき 自分が 憎らしくな 

り、 われながら 見下げ果てた 奴 だと 思う からだ ご 

ラエ— フス キイ はまた 興奮して 隅から 隅へ 一 往復し、 

言葉 をつ づけた。 

「僕 は 自分の 欠点 を はっきり 識リ かつ 認めえ たこと が 

嬉しい。 これ は 僕が 甦生して 別人になる 途にカ を 貸し 

て くれる の だ。 ああ 君、 僕が どんなに 身悶えして 自己 



ラエ— フス キイ は 長椅子に 横にな つてから も、 長い 

こと 軍医 を 相手に 喋って いた。 



十 



ピクニックの 曰から 三 曰 ほどす ると、 マリヤ -コ ン 

スタン チ— ノヴナ が 不意に ナヂェ —ジダ を 訪ねて 来た。 

そして 挨拶 もせず 帽子 もとらずに、 いきなり 彼女の 両 

手 をと つて 自分の 胸に 押しつけ ると、 ひどく 興奮の て 



聖人の ような 方で いらした に 違いありません わ。 そう 

いう 方 は、 この 世よりも 天国の 方で 御用が おありな の 

です わご 

マリヤ. コン スタン チ ー ノヴナ の 顔 は、 まるで 皮膚 

の 下で 小さな 針が 無数に 跳ね出し でもした ように、 そ 

の 線と いう 線、 点と いう 点が 顫え はじめた。 そこで 

甘ったるい 例の 巴旦杏 笑い を やり、 夢中に なって 息 を 

はずませながら、 

「じゃこれ で、 あなた も 自由の からだに おなり 遊ばし 

たのです わ。 もうこれ から はなん の 気が ね もな しに 大 

手 を 振って お 歩け になれ ます わ。 これから は 神様 も 世 



間の 人 も、 あなたと ィヷン • アンドレ— イチの こと を 

祝福し ます わ。 本当に 素敵です こと。 あたくし もう 嬉 

しくって、 なんと 申し上げて いいやら わかりません の 

よ。 あたくし ねえ 奥様、 仲人 を 勤めさせて 頂きます わ _ 

…… あたくし も 主人の 二 コヂ ー ム もお 二人が そ リゃ大 

好きでした のよ。 それに 免じて、 お 二人の 正式な 清ら 

かな 御 縁組み を 祝福 させて 下さい ましな。 式 はいつ お 

挙げになる おつもり？」 

「さあ 私。 まるで 考えて おりません の」 と 手 を 引きな 

がら ナヂ ェ ー ジダが 言 つ た。 

「まあ そんな ことがある ものです か。 お考えに なった 



わ。 きっとお 考えに なった にき まっています わご 

「本当に 考えて おりません の」 と ナヂェ —ジダ は 笑い 

出した、 「式なん か なぜ 挙げな くち やなりません の？ 

そんな 必要 ございません わ。 今まで どおり やって 参り 

ます わご 

「まあまあ、 なんてい うこと を おっしゃい ますの？」 

と マリヤ. コン スタン チ ー ノヴナ は ぞっとし たように 

「本当に まあ、 何 を おっしゃい ますの？」 

「式 を 挙げたって、 別によ くな リは 致しません わ。 か 

えって 悪くなる くらいな もので、 二人とも 自由で なく 

なります もの ご 



暮れても この 退屈な 沙漠の ような 岸辺で、 何もの か を 

待ち 佗びながら 暮らして 来た。 これが 生活と いえよう 

ゝ o 

力 

『やっぱり 結婚す るの が 本当ら しい わ』 と 彼女 はふと 

思 つたが、 キリ— リン ゃァチ ミア— ノフ のこと を 思い 

出す と、 顔 を 赤らめて 言った。 

「いいえ、 駄目です わ。 たとえ ィヷン • アンドレ— ィ 

チが膝 をつ いて 頼んだ としても、 やっぱり 私、 断リま 

すわ ご 

マリヤ. コン スタン チ ー ノヴナ は 悲しげ な 真面目な 

顏 をして じっと 一点 を 見つめた まま、 一分 ほど 黙々 と 



両手 を 差し伸べ、 哀願す るよう な 声で、 

「ねえ、 せめて 一 分 だけで も、 あなたの お母様 か、 で 

なければ 姉さんに ならせて 下さい ましな。 あたくし お 

母さんの ように、 何もかも 申して しまいます わご 

ナヂェ —ジダ は 胸の 底に、 まるで 母親が 生き返って 

来て 自分の 前に 立った ような 温か さと 嬉し さと、 自分 

への 憐憫と を 感じた。 いきなり マリヤ. コン スタン 

チ— ノヴナ にす がりつ くと、 顔 を 相手の 肩に 埋めた。 

二人とも 泣き出した。 二人 は 長椅子に 腰を下ろして、 

そのまま 暫く 咽び泣い ていた。 お 互いの 顔 も 見ずに、 

一 言 も 口 を 利く 力 もな しに。 



したら、 どうして 神様が 女に 育児の 大任 をお 任せに な 

リ ましょう。 それから また、 あなた は 恥と いう もの を 

すっかり 忘れて、 悪の 小径に お踏み込み になった のよ。 

ほ.. R 

これが 他の 女 だったら 人 眼 を 避けて 家に 閉じ籠 もって、 

人 眼に かかる の は、 お 寺で、 喪服 を 着て 蒼 ざめ た 顔 を 

して さめざめと 泣いて いる 時 だけでしょう。 そう なれ 

ば 皆さん も 心から 同情して、 『主よ、 この 罪の 天使 はふ 

みもと 

たたび 御 許に 還ろうと してお リ ます …… 』 と言うに 違 

いありません わ。 ところが あなた は 慎し みとい うこと 

をす つかり 忘れて、 大 っぴら にしたい 放題 はなさる し、 

まるで 罪が 御 自慢み たいな 顔 をして、 ふざけたり 笑つ 



す もの ご 

「そうよ、 そうよ、 あなた は 本当に 不仕合わせな 方よ」 

と マリヤ. コン スタン チ ー ノヴナ は 泣き出し そうにな 

るの を やっと こらえながら 溜 息をついた、 「それに、 行 

末に はもつ と 怖ろ しい 苦 患が 待って おります のよ。 一 

人 ぼつち の 老年、 病気、 それから 怖ろ しい 裁きの庭で 

なさる 返事。 …… ああ 怖い、 怖い こと だ わ。 今なら 運 

命の 方から 救いの 手 を 差し伸べ ていて くれる のに、 あ 

なた は 無分別に も それ を 押し返そう として らっしゃる 

んで すわ。 ね、 結婚なさい まし、 一 日 も 早く 結婚な さ 

いまし ご 



の 道 を 帰って来 たこと も、 話して しまおうかと 思った。 

自分で も なぜ あんな 事に なった のか わからなかった。 

で 今 こそ マリヤ. コン スタン チ ー ノヴナ の 前で、 きつ 

と あの 借金 は 返します と 誓いたかった が、 こみ上げて 

すす リなき 

来る 戯欷 と 羞恥と で 口が 利け なかった。 

「私、 ここ を 発ちます わ」 と 彼女 は 言った、 「ィヷ ン- 

アンドレ— イチに は 残って 貰って、 私 は 発ちます わご 

「どこへ いらっしゃる の？」 

「口 シャへ 行きます わ。」 

「でも どうしてお 暮らしになる おつもり？ だって 何 

にもお ありに ならない じ やない の ご 



「翻訳 をし ます わ。 さも なきや …… さもな けり や 小さ 

な 図書館で もやり ます わ。 …… 」 

「そんな 夢の ような こと を、 あなた。 小さな 図書館 

いとま 

だってお 金が 要り ましてよ。 でも あたくし もうお 暇 

します わ。 どうぞね 気 を 落ち着けて、 よく 考えて 見て 

頂戴。 明日に なったら 晴れ晴れ したお 顔で 宅へ いらし 

て 下さい ましね。 素敵です わよ、 きっと。 じ やさよう 

なら、 天使さん。 さ、 接吻 させて 頂戴。」 

マリヤ. コン スタン チ ー ノヴナ は ナヂェ —ジダ の 額 

に 接吻して、 彼女に 十字 を 切って やる と 静かに 部屋 を 

出て 行った。 いつの 間に か 暗くな つていて、 ォ リガが 



をして いる。 ところで 君、 こんな 獣が なんで 必要な の 

かね。 なんの ために 創 造られた のかね ご 

「君が 何と いう 獣の こと を 言つ てるの か 僕 は 知らない 

が」 と フォン. コ— レン は 言った、 「たぶん 食虫 動物の 

一 種なん だろう。 で、 それが どう だ と言うん だね。 小 

鳥 は 不注意だった から 奴の 手に 落ちた まで だ。 卵の は 

いっている 巣が 奴に やられた の は、 不器用な 鳥で 巣の 

かけ 方が 拙く つて、 隠しお おせなかった からだ。 蛙 は 

きっと 保護色に 欠陥が あつたに ちがいない。 さもな け 

り や 見附から ずに すんだ 害 だ。 以上す ベ て 同断 だよ。 

君の 言う その 獣に 滅ぼされ るの は、 弱い もの、 不器用 



「そうだ」 とサ モイ レン コは 口に 出して、 汗ばんだ。 

「なんて 厭な 話 だ！」 と 言った フォン • コー レンの 顔 

に は、 嫌悪の 色が ありあり と 見えた、 「こいつ は 二 つの 

中の どっち か だね、 アレクサンドル. ダヴィ ー ド イチ。 

君が 彼奴と ぐるに なって いるの か、 それとも 君が、 失 

礼ながら よつ ぼ どお めでたい のか。 君 は 彼奴に、 まる 

で 子供で も あしらう ように いい加減な 嘘八百で 操られ 

て、 それに 気が 附 かないの かい？ 彼奴 は 女から 逃げ 

たいの だ、 女 を ここに 棄 てて 行く つもり なんだ。 そん 

な こと は 白日の ごとく 明ら かじゃな いか。 女 は 君の 

頸つ 玉へ ぶら 下って 居残る。 で 君が とどの 詰まり は、 



サ モイ レン コは 〔# 「サ モイ レン コは」 は 底本で は 「サ 

モレ イン コは匕 ちょっと 考えて いたが、 やがてき つば 

りと、 

「いや、 僕 はやつ ぱリ 貸して やる。 君 は 厭なら 厭で い 

い。 たんに 臆測 を楣 にして 人の 申し出で を 断る、 そん 

な こと は 僕に は 出来ん ご 

「それ は 結構。 まあ 彼奴 を 抱いて 接吻で もす る さ ご 

「じ や、 その 百ル— ブリを くれ 給え」 とサ モイ レン コ 

はおず おず とた のんだ。 

「いや だ ご 

沈黙が 来た。 サ モイ レン コは ぐったりして しまった。 



ィ レン コは 紙幣 を 畳みながら 穏やかに、 「君の 気持 は 

よく わかる。 だが …… 僕の 身に もな つて 見て くれ ご 

「君 は 百姓 婆あ だ。 それだけ さ ご 

補 祭 は 噴き出した。 

「ねえ、 アレクサンドル. ダヴィ —ド イチ。 最後のお 

願いだ」 と フォン • コ— レン は 熱した 口調で、 「あの 悪 

党に 金 を 渡す とき 条件 をつ け 給え。 令夫人 を 連れて 発 

つか、 それとも 先に 発た せる か。 それ を 言わずに 金 を 

渡し 給うな。 あんな 奴に なにも 遠慮す る こと はな いん 

だ。 そう 言 うんだ ぜ。 もし 言わなかったら、 僕 は 誓つ 

て 奴の 役所へ 押し かけて 行って、 奴 を 階段から 突き落 



十二 



あくる 日の 木曜に、 マリヤ • コ ン スタン チ— ノヴナ 

は 息子の コ— ス チヤの 誕生祝い をした。 人び と はお 午 

の ピロ ー グ 〔(口 シャ 特有の 揚げまん じゅう)〕 に 招ば 

れ、 また 晚に チョコ レ— トに 招かれた。 その 晚、 ラエ— 

フス キイと ナヂェ ー ジダが やって来た 時には、 動物学 

者 はもう 客間に 陣取つ て チョコ レ— トを 飲んで いた。 

「君 はもう あの 男に 話した のか」 と 彼はサ モイ レン コ 



と 笑 声を立てたり 口笛 を 吹いたり する。 だが 訊いて 見 

るが いい。 彼ら 自身 は 一 体 どう だと ご 

「いや、 彼らの 口笛 は 無意味で はない。 娘た ちが 私 生 

児 を 窒死 させて 徒刑 地へ 行く 事実、 アンナ • カレ ー 二 

ナ がわれ とわが 身 を 汽車の 下敷に した 事実、 田舎で 門 

口へ タ ー ルを 塗る 〔(その 家内の 女に 不身 持が あった 

場合に、 村人が 侮辱 乃至 譴責の 意 を 表わす 目的で 表 扉 

にタ— ルを 塗る。 一種の 道徳的 私刑で ある)〕 という 

事実、 君に も 僕に も あの 力— チヤの 純真 さが なぜと な 

く 好ましく 思える という 事実、 何人に せよ 清純な 愛な 

ど は ある もので ない と は 知りながら なおかつ 漠然と そ 



の 要求 を 心に 感ずる と いう 事実 —— これ は 果たして 偏 

見だろう かね。 いや 君、 これ こそ 自然淘汰 を 無事にく 

ぐり 抜けて 来た 唯一 の ものな の だ。 もしも、 両性 関係 

を 調整す る この 得体の 知れぬ 力がなかったら、 それ こ 

そ ラエ ー フス キイの 徒が 時 を 得 顔に のさば つて、 人類 

は 一 一年 を 出で ずして 退化して しまう だろう ご 

ラエ— フス キイが 客間に はいって 来た。 一同と 挨拶 

を 交わし、 媚びる ような 微笑 を 見せて フォン • コ ー レ 

ンと 握手 をした。 やがてい い 折 をつ かまえて、 サ モイ 

レン n に、 

「すまない が、 アレクサンドル • ダヴィ —ド イチ。 君 



に ちょっと 話が あるんだ がご 

サ モイ レン コ は 立ち上が ると 彼の 胴に 腕 を 廻して、 

二人 は ニコ ヂ —ム. アレクサンドル イチの 書斎に は 

いった。 

「明日 は 金曜 だ …… 」 と 爪を嚙 みながら ラエ— フス キ 

ィが 言った、 「約束の もの 出来た かしら ご 

「まだ 二百 十ル— ブリ しか 出来ん。 あと は 今日明日の 

中に 栴 える。 安心して い 給え ご 

「ありがたい！」 と ラエ ー フス キイ は ほっと 息をつい 

て、 嬉し さに 両手 を顫 わせた、 「君のお かげで 助かる よ、 

アレクサンドル • ダヴィ ー ド イチ。 神に かけて、 僕の 



「 当節 はね え、 そり や もう 学校が むず か しくな り まし 

てね え。 課目 も ふえます 一方です し …… 」 

「あら、 ママ！」 と 力 ー チヤ は、 羞 しさと 褒め言葉の 

中で 隠れ場所が なくなって、 怨 むような 声 を 出した。 

ラエ— フス キイ も 通信簿 を 眺めて、 褒めた。 修身、 

国語、 操行、 五 点、 四 点 〔(五 点 満点で ある)〕 などの 

字が 眼の 中で 踊り だし、 それが みんな、 附き 纏って 離 

れぬ 『金曜日』 や、 二 コヂ— ム • アレクサンドル イチ 

の 両鬢の 髪 や、 力 ー チヤの 真紅な 頰と 一緒くた になつ 

て、 底無しの とても やりきれぬ 欝陶 しさと して 押し 寄 

せる のであった。 彼 は 危うく 悲鳴 を 上げそう になり、 



自分の 心に 訊いた。 —— 『本当に、 本当に おれ は 発て 

ない のか？』 

骨牌 卓 を 二つ つなぎ合わせて、 一 同 は 郵便 ごっこ を 

やる ことにな つた。 ラエ ー フス キイ も 仲間に はいった _ 

『金曜日 …… 金曜日 …… 』 と 彼 は 微笑 を 浮か ベ、 ポケッ 

ト から 鉛筆 を 取り出しながら 考えた、 『金曜日 …… 。』 

彼 は 自分の 陥って いる 状態 をよ く 考えて 見たかった 

が、 また 考える のが こわく もあった。 自分で も 長い あ 

いだ 用心して 眼 をつ ぶって いたご まかし を、 軍医に 見 

破られた と 意識す るの が 怖ろ しかった。 己れ の 将来の 

こと を 考える 時には、 彼 は 必ず 自分の 思考に 或る 制限 



て ナヂェ —ジ ダがぺ テル ブルダに 出て 来れば、 手を切 

るた めに 大小 さまざまの 詭計 を 用いなければ なるまい _ 

そして またもや 涙 だ、 倦怠 だ、 厭わしい 生活 だ、 後悔 

だ、 つまり 更生の コの字 も あり はしない の だ。 ごまか 

し、 あるの は それだけ なの だ。 ラエ ー フス キイの 想像 

の 中に、 噓の 大山が 盛り上がった。 小出しに 噓を つか 

ずに 一 べんで それ を 飛び越す に は、 断乎たる 手段 をと 

ら なければ ならぬ。 例えば もの も 言わずに 起ち 上が つ 

て 帽子 を かぶり、 即刻 一 文無しで 黙って 出発し なけれ 

ばなら ない。 しかし ラエ ー フス キイ は、 そんな こと は 

出来ない と 感じた。 



それから 片田舎の 身 も 知らぬ 人達の 間に 佗住居 をして、 

自分に は どこかに 清らかな 上品な 高尚な 一 人の 親友が 

いる、 自分に ついて 清らかな 思い出 を 抱いて いる 愛す 

る 男が あると、 明け暮れ 思いつ づける 自分 を 心に 描い 

た。 

『今夜 どこそこで 逢おうと お つ しゃらぬ なら、 私 は 神 

明に 誓って 相当の 手段 をと ります。 それ は 決して 紳士 

を 遇する 途 でない こと を、 よくよく 考えられ たし』 I 

I これ は キリ ー リンから だ。 



「ハ、 ハ、 ハ」 と 彼 は 笑い出した、 「ハ、 ハ、 ハご I 

I 『なに を 笑って るんだ』 と 彼 は 思う、 「ハ、 ハ、 ハ！」 

自分 を 抑えようと 手で 口 を 塞いで みたが、 笑い は 胸 

や 頸の 根に こみ上げて 来て、 手で 口 を 塞ぐ どころ では 

なかった。 

『だが なんて まあ 馬鹿げた こと だ』 と、 笑い こけな が 

ら彼は 思った、 『おれ は 気が 違った のかな？』 

笑い声 はます ます 高くな つて、 なんだか； W の 吠え声 

に似て 来た。 ラエ ー フス キイ は 立とうと したが 脚が 言 

うこと をき かず、 右の 手 は 心に もな く 卓上 を 妙な 具合 

に 跳ね 廻って、 痙攣 的に 紙 ぎれ を 捉える とそれ を 握り 



『キリ— リンが 何 か 書いた のじ やない かしら』 と 彼女 

は 考えた。 

「何でもな いんだ …… 」 と 泣き笑い をしながら ラエ— 

フス キイが 言った、 「向う へ 行って おいで …… いい 子 

だから ご 

その 顔に は 憎悪 も 嫌悪 も 現われて いない。 して 見る 

と 彼 は 何にも 知らな い の だ。 ナヂ ェ —ジダ はや や 安心 

して 客間へ 帰った。 

「ま、 御 心配なさい ませんで ね、 あなた」 と マリ ヤ- 

コ ン スタン チ ー ノヴナ が、 隣へ 坐って 彼女の 手 を 取り 

ながら 言った、 「すぐに 快くお なりです わ。 男の 方 も 



やはり、 私 ども 罪深い 女と 同じに お 弱く いらっしゃる 

のね。 本当にお 二人とも 今が 一番お 辛い 時です わ …… 

お 察しし ます わ。 で、 あなた、 あのお 返事 はいかが？ 

お 話 を 致しましょう よご 

「いいえ、 お 話 は 御免 遊ばして …… 」 と ナヂェ —ジダ 

すす リなき 

は、 ラエ ー フス キイの 歐欷 に 耳を澄ましながら 答えた、 

ふさ いとま 

「あたくし、 気が 欝 いでな りません の。 お 暇 させて 頂 

きます わ 」 

「まあ あなた、 何 を おっしゃ るの」 と マリヤ -コ ンス 

タン チ ー ノヴナ は 驚いて、 「私が お 夜食 も 差 上げずに 

お帰し するとお 思いに なって？ 御 一緒に 頂き ましよ 



は 立ち どま つ て 言った、 「お前 は イリヤ . ミハイル イチ 

に 送って お頂き ご 

彼 は キリ ー リンに 挨拶して 急ぎ足で 遊歩 路を 横切り、 

往来の 向う に 窓 を あかあかと 見せて いる シ ェ シコ ー フ 

ス キイの 家の 方へ 行った。 やがて 木戸 をば たんと 言 わ 

せる 音が した。 

「では 事 を はっきり させて 頂きましょう か」 と キリ— 

リン は はじめた、 「私 は 子供ではありません、 そんじよ 

そこらの ァ チカ— ソフ でも、 ラ チカ ー ソフ でも、 ザチ 

力— ソフ でもありません。 …… これ は 切に 御注意 を 促 

して 置きます ご 



ナヂェ —ジダ は 激しい 動悸が しだした。 彼女 は 何に 

も 答えなかった。 

「あなたの 私に 対される 態度の 急激な 変化 を、 私は最 

n ケ卜 リイ 

初 媚態 かと 思って いました」 と キリ ー リン はつ づけた、 

「今にして 私 は、 あなたが たんに 紳士に 対する 態度 を 

御存じな いの だと 知りました。 あなた は あの アル メニ 

ャの 少年と 同じく、 たんに 私 をお もちやに しょうと 思 

われた の だ。 だが 私 は 紳士です、 そして 紳士と しての 

待遇 を 要求いた すので す。 では、 何なりと 伺い ましよ 

う 」 

「あたくし、 気が 欝 いで …… 」 と ナヂェ ー ジダは 言つ 



自分の 声と は 思えな か つ た。 

「私 は あなた を 懲らさねば ならん。 …… 荒い 一一 一一 n 葉 を 

使って 失礼です が、 どうしても あなた を 懲らさね ばな 

らん。 さよう、 遺憾ながら あなた を 懲らさねば ならん _ 

今日と 明日と、 二回の 会見 を 求めます。 明後日 はもう 

あなた はまった く 自由です。 誰でも 好きな 人と どこへ 

なりと お出でな すって よろしい。 今日と 明日と ご 

ナヂェ —ジダ はわが 家の 木戸まで 来て、 立ち どまつ 

た。 

「失礼 させて 下さい まし！」 わな わなと 顫えながら 彼 

女 は 囁いた。 眼の 前の 闇の なかに、 白い 制服の ほか 何 



ジダの 後 を 追って 行った。 舟遊びに 誘おうと 思った の 

である。 彼女の 家まで 来る と 柵の 間から 視 いて 見た。 

窓 はすつ かり 開け放して あつたが 灯影 はない。 

「ナ ヂェ— ジダ . フヨ ー ドロ ヴナ ！」 と 彼 は 呼んだ。 

一 分 ほど 過ぎた。 彼 はまた 呼んだ。 

「どなた？」 とォ リガの 声が した。 

「ナ ヂェ— ジダ • フヨ ー ドロ ヴナ はおいで です か？」 

「いいえ、 まだお 帰りに なりません よご 

『おかしい ぞ。 …… じつにお かしい ぞ。』 とァチ ミア— 

ノフは 激しい 不安に 駆られ はじめながら 思った、 『家 

へ 帰った はず だが。 …… 』 



おかげで、 ただでさえ 苦しくて ならぬ 気持に 鋭い 羞恥 

の 情まで が 加わった 今と なって は、 この 町に とどまる 

こと はとても 考えられぬ 仕儀だった。 彼 は 考えた。 I 

I もし サ モイ レン コが あくまで 例の 条件 を 突 張る よう 

だったら、 承知した と 言って 金 を 貰おう。 そして 明日 

の 出発の 間際にな つて、 ナヂェ ー ジダが 行く の は 厭 だ 

と 言った ことにすれ ばいい。 女の 方 は 今夜 一 晚 がかり 

で、 万事 これ はお 前の ため を 思っての こと だと 説きつ 

ける。 万一 また、 明らかに フォン • コ— レンに 鼻柱 を 

引き 廻され ている あの サ モイ レン コが、 金 は 一切 出さ 

ん と言う か、 或いは 何 か 別の 条件 を 持ち出す よう だ つ 



たら、 おれ は 今日のう ちに も 貨物船 かさ もなければ 帆 

船で もい い 乗り込んで、 ノ— ヴィ • ァ フォン か ノヴォ 

ロシ ー スク 〔(黒海 東北 岸に ある コ —カサスの 港 巿)〕 

へ 行く。 そこから 母親へ 電報で 泣きつ いて、 旅費 を 

送つ て くれる まで は そこ を 動かぬ ことにする。 

サ モイ レン コの ところに 来て 見る と、 客間で フォ 

ン • コ— レンと 顔を合わせた。 動物学者 は 今し がた 食 

事に やって来た ところで、 例によって アルバム を 開け 

て、 シルクハットの 紳士 や 頭巾 帽子の 貴婦人 を 点検し 

ていた。 

『悪い ところへ 来た』 と、 彼 を 見て ラエ ー フス キイ は 



思った、 『こいつが また 邪魔 を しゃがる ぞ。』 —— 「今 

日 は。」 

「今日は。」 振り向き もせず フォ ン . コ— レン は 答えた _ 

「アレクサンドル • ダヴィ ー ド イチ はいます か？」 

「ああ、 台所に ね ご 

ラエ ー フス キイ は 台所へ 行った が、 サ モイ レン コが 

サラダに 夢中な の を 扉 口から 見る と、 客間へ 引き返し 

て 腰を下ろした。 動物学者の 前へ 出る と 彼 はいつ も 気 

詰ま リを 感じる の だが、 今日は また、 例の ヒス テリ— 

の 話が 出 はしまい かとび くびく ものだった。 一分の 上 

も 沈黙の 中に 過ぎた。 フォン • コ— レン は 急に 眼 を 上 



い 気持 は 百 も 承知な くせに。』 …… 「ああ、 とんだお 笑 

い 草で ね」 と 彼 は 相 変らず 微笑しながら、 「今日は 朝 

じゅう 独りで 笑って いました よ。 ヒス テリ ー の 発作で 

奇妙な の は、 馬鹿げた こと は 承知で いて、 腹の 中で は 

自分 を 笑いながら、 しかも 泣けて しょうがない ことで 

す。 まあ この 神経病 時代に あって は、 われわれ は 神経 

の奴隸 なんです ね。 奴 は 僕らの 主人で、 僕ら をしたい 

放題に す るんで すね。 文明 はこの 点、 かえって 僕らに 

熊の 親切 〔(熊が 主人の 顔に とまった 蠅を 追おうと し 

て その 顔 を 叩き潰して しまった という、 クルイロフの 

寓話 詩から きた 慣用語。 有難 迷惑の 意)〕 をして くれ 



てて 加えて、 明けても 暮れても 金の 苦労です。 …… 話 

相手 もな し、 共通の 話題 もな しね。 まったく 県知事の 

境遇より みじめです よご 

「そう、 君の 状態 は 絶望です ね」 と フォン • コー レン 

は 言った。 

嘲笑と もっかず、 頼み もせぬ 予言と もっかぬ もの を 

裡に 含ん でい る- J の 冷然と 落ち着き払 つ た 言葉 は、 著 

しく ラエ— フス キイの 耳に 障った。 彼 は、 嘲笑と 唾棄 

の 色に 満ちた 昨夜の 動物学者の 眼 を 思い出し、 しばら 

く 黙って いたが、 やがて 微笑 をお さめて 訊き返した。 

「君 は、 どうして 僕の 状態 を 御存じなん です？」 



て呶 鳴った、 「黙れ！」 

補 祭 はま だ 一度 も、 こんなに 堂々 と 威張り 返って、 

満面に 朱 を 注いだ 怖ろ しい 軍医 を 見た ことがなかった 

ので、 口に 手 を あてて 玄関へ 逃げ出し、 腹 を かかえて 

笑い ころげた。 霧 を 通して でも 見る ように ラエ ー フス 

キイの 眼に は、 フォン • コ— レンが 立ち上がり、 ズボ 

ンの ポケットに 両手 を 突っ込んで、 まるで その 先 を 待 

ち 設ける ような 姿勢 をと つて、 立ち どまる のが 映った _ 

落ち着き払 つたこの 姿勢が、 ラエ— フス キイに はこの 

上 もな く 横柄な 侮蔑 的な ものに 見えた。 

「あの 言葉 は 取消して 貰おう！」 とサ モイ レン コは喚 



「この 男 をつ かみ 出して くれ、 アレクサンドル \タ 

ヴィ ー ド イチ、 さも なきや 僕が 出て 行く」 と フォン - 

コ— レンが 言った、 「今にも 咬みつ きそう だ ご 

落ち着いた フォン • コー レンの 調子が、 軍医の 熱 を 

冷ました。 何 かの 拍子で ふと 自分に 返る と、 はっとし 

て、 両手で ラエ— フス キイの 腰 をつ かまえ、 動物学者 

の 傍から 引き離しながら、 興奮に 顫える 優しい声で 眩 

くの だった。 

「な あ、 君た ち …… 君た ちはいい 人なん だ、 本当にい 

い 人なん だ。 少し 激し 過ぎた だけ だよ、 もういい …… 

もういい よ。 な あ 君た ち。 …… 」 



けれど 日が 沈み 暗くな つて 来る と、 不安な 気持に 襲 

われ だした。 食事 中 も 骨牌 を やって いる 間 も、 どうい 

うわけ かこの 決闘 は 無事に 終る という 確信が 頭 を 去ら 

なかった ところ を 見る と、 これ は 死に 対する 恐怖で は 

ない。 それ は、 明日の 朝早く 彼の 生活に 初めて 起こる 

べき 未知の 何物 かに 対する 恐怖、 また 近づきつつ ある 

夜に 対する 恐怖であった。 …… その 夜が 長い 不眠の 夜 

であろう こと、 それに 考え ごと も、 フォン -コー レン 

や 彼の 憎悪の ことば かりで はなしに、 差し迫って ぜひ 

越さねば ならぬ 噓の 山、 越さずに すます 力 も 方策 も自 

分に はない その 山の こと も、 考えねば なるまい こと は 



重い 脳の 疾患と いわゆる 精神病の 一切 は、 僕の 知って 

いるかぎ りで は 何よりも まず 最初に、 道徳律の 倒錯と 

なって 現われる ね ご 

「わかりました。 すると こうです ね、 胃の 腑が 食物 を 

要求す ると 同様に、 道徳 感は 隣人 を 愛する こと を 要求 

するとね。 そうです ね？ ところが 僕らの 天性に は 利 

己 心と いう ものが あつ て 〔# 「あって」 は 底本で は 「あつ 

て 匕、 良心 や 理性の 声に 反抗して、 そのため いろんな 

頭の 痛くなる ような 問題が 起こる じゃありません か。 

哲学的 基礎の 上に 問題 を 置い ちゃな らんと おっしゃる 

と、 この 解決 は 一体 誰に たのんだら いいんでしょう 



うなら、 その 異常 者と 闘えば いい じ やない か。 彼ら を 

正常にまで 高め て やる 力が 君に 無い としても、 彼ら の 

毒 を 抜く、 つまり 絶滅す るく らいの 力と 腕なら ある だ 

ろう。」 

「すると、 強者が 弱者 を 征服す ると ころに 愛が あるん 

です ね ご 

「確かにね ご 

「しかし、 強者 はわれら が 主 イエス. キリスト を 十字 

架に つけたじゃありません か！」 と 熱した 口調で 補 祭 

は 言った。 

「つまり そこなん だが、 彼 を 十字架に つけたの は 強者 



われわれ は 常づね 声を大 にして、 戦争 は追剝 だ、 蛮行 

だ、 戦慄 だ、 兄弟 殺し だと 叫ぶ。 われわれ は 失神せ ず 

して 血 を 見る こと は 出来ない。 しかし だ、 フランス や 

ドイツが 一 度で も われわれ を 凌辱したら 最後、 われ わ 

れの 士気 は 忽ちに して 揚がり、 じつに 心底からの ゥ 

ラ ー の 叫び を 上げて 敵陣に 突進す るの だ。 君ら はわれ 

われの 武器の 上に 神の 祝福 を 祈り、 われわれの 勇敢 は 

国 を 挙げ ての 心 か ら なる 熱狂 を 喚び 起， J すだ ろう。 ふ 

たたび すなわち、 われわれ 及び われわれの 哲学よりも 

高所に 在る ので はない としても、 少く とも そんな もの 

よりも 力強い 或る 力が 存在す るんだ。 われわれ がそれ 



を 阻止す る ことの 出来な いのは、 そら あの 海の 向う か 

ら 湧いて 来る 黒雲 をと どめる 力がない のと 同じな の だ。 

偽善 はよ し 給え、 その 力に 向って 腹の 中で 舌 を 出す の 

はやめ 給え、 『なんて 愚劣 だ、 なんて 時代遅れ だ、 なん 

ちと 

て 聖書に 惇 つたこと だ！』 などと ぶす くさ 言う の はや 

めに し 給え。 それよ リ かその 力 を まともに 直視して、 

その 合理的な 正当 さ を 認めた まえ。 そして 例えば その 

力が、 虚弱で 瘰癧 やみで 淫蕩な 種族の 絶滅 を 欲するな 

ら、 曲解され た 福音書からで つ ち 上げた 君の 丸薬 や 引 

用 句で その 邪魔 をし 給うな。 レスコフ 〔(短篇 を 得意 

とした 口 シャの 小説家。 僧侶、 商人 階級、 小市民な ど 



りちき もの 

を 描く の を 特色と した)〕 の 書いた ものに、 律 気 者の ダ 

二 ー ラが 町の 外で 癩病 やみ を 見つけ、 愛と キリストの 

名に おいて 彼に 食物 を 与え、 また 温めて やる というの 

が ある。 もし この ダニ— ラ にして 真に 人間 を 愛する の 

だったら、 おそらく は その 癩病 やみ を 町から もっと 遠 

いところ へ 引きずって 行き、 濠の 中へ 抛り 込んだ だろ 

うよ。 そして 自分 は 健全な 人々 に 奉仕す る ことにした 

だろう よ。 キリストの 説いた 愛と は、 願わくは 合理的 

な、 意味の ある、 有益な ものだった と 思いたい ね ご 

「あなた はなん て 人 だ」 と 補 祭 は 笑い出した、 「キリス 

トを 信じても いないく せに、 なぜそう たびたび 引き合 



「あなた は 今、 信仰が あると 言い ましたね」 と 補 祭が 

言った、 「一体 どんな 信仰です。 僕の 叔父に 僧侶に なつ 

ている のが あるんで すが、 その 信仰と いったら、 旱魃 

のとき 野原へ 雨乞いに 行きます ね、 すると 帰りに 雨に 

濡れない 用心に 必ず 雨傘と 皮 外套 を 持って行 くんです 

よ。 これが 本当の 信仰です。 この 人が キリストの 話 を 

するとき は、 からだから 後光が 射して、 百姓 爺さん も 

婆さん もお いおい 泣き出 すんで すよ。 あの人なら あの 

雨雲 をと める 事 もで きまし ようし、 あなたの 言う その 

力 だって 追っ払って しまう でしよう よ。 そうです とも- 

信仰 は 山 を も 移す。」 



「君 も 来て くれ るんだ ろうね」 と フォン • コー レンが 

H ヽ ち。 

1ー11 口 レ / 

「いや、 僕 は ひとつ 堪忍して くれ。 この 通りく たくた 

なんだ。 かわりに ウス チモ ー ヴ イチが 行って くれる。 

もう 話 をして 置いた ご 

遠い 海上で 稲光り がした。 雷鳴が 陰に こもって 轟い 

た。 

「夕立 前の 蒸 暑さつ たらない な！」 と フォン • コ ー レ 

ンは 言った、 「何なら 賭 をしても いい、 君 はもう ラエ— 

フス キイのと ころへ 出掛けて、 奴の 胸に すがって 泣い 

て 来たろう ご 



潰す の は、 まったく 間 尺に 合わん からね。 時に 決闘 は 

どんな 罪になる のかね ご 

「拘留 さ。 が 相手が 死んだ 場合に は、 三年 以下の 要塞 

禁錮 だ ご 

「要塞って ペトロ パ— ヴロ フス ク 〔(ぺ テルブ ルグ、 ネ 

ヷ 河に 臨む 旧 要塞)〕 のかね ご 

「いや、 たしか 陸軍の だと 思った ご 

「だが あの 先生、 ひとつ 懲りさせて やる ほうがい いん 

だが ご 

■ つ しろ 

背後の 海の 上で 稲光り がして、 一 瞬間 家の 屋根 や 山 

並み を 照らし 出した。 遊歩 路の 近くで 三人 は 別れた。 



よって、 私に 辱 か しめられた 孤独で 貧しく 弱い 不幸な 

女に 隠れ家 を 与え、 優しく いたわって やって 下さい、 

女が 過ぎし 日の 一 切 を 忘れ かつ 赦 して、 その 犠牲で 

もって あなたの 息子の 犯した 怖ろ しい 罪 を、 せめて 幾 

ぶんな りと 贖うよう にさせて 下さい と 書く つもり 

であった。 しかし、 母親が でぶ でぶ と 肥った 老婆で、 

ちん 

レ— スの 頭巾 を かぶり、 朝になる と； W を 連れた 居候 女 

を 従えて 庭へ 下りて、 がみがみと 園丁 や 召使に もの を 

言う ところ や、 その 傲慢で 横柄な 顔 つき を 思 い 浮かべ 

ると、 いま 書いた 字 を 消して しまった。 

三つ ある 窓の 全部に、 さっと 稲妻が ひらめいた。 耳 



黒雲に でもい い。 —— 「ああお 前、 雷雨！」 

ゆうだち 

昔の ことが 思い出された。 彼 は 雷雨に なると、 何も 

かぶらずに 庭へ 龃け 出す 子供だった。 すると 明るい 髪 

の 青い 眼 をした 娘が 二人、 あとから 追って 来て 雨に 濡 

れる。 彼ら は 喜んでき やっき やっと 笑う。 が、 恐ろし 

い 雷 様の 音が すると、 娘た ち は 子供の 彼 をた よりにし 

て 抱きついて 来る。 そこで 彼 は 十字 を 切って 大急ぎで 

『聖 なる、 聖 なる、 聖 なる …… 』 と 唱える。 ああ、 お前 

たち は どこへ 行った の だ、 どこの 海に 溺れて しまった 

の だ。 あの 美 わしい 清らかな 生活の 芽生え は？ 今 は 

もう 雷雨 もこ わくない、 自然 も 愛し はせ ぬ、 神 もない _ 



十八 

補 祭 は 起き上がって 服 を 着る と、 節 だらけの 太い 杖 

を 手に とって、 そっと 家 を 出た。 真暗で、 通りに 出て 

から も 初めのう ち は、 自分の 白い 杖 さえ 見えなかった _ 

空に は 一 つの 星影 もな く、 また 降リ だしそう な 気配 

だった。 湿った 砂と 海の 匂いが した。 

『この ぶんなら チェ チ ニヤ 人 〔(北部 コ— カサスに 住 

しきいし 

む 未開 民族)〕 も 襲って 来まい』 と 補 祭 は、 蹵石 道に 突 



明日の 昼飯のと き フォン • コ— レンが 自慢話 をし だす 

傍から、 自分が 笑いながら 決闘の 有様 を 細かに 喋り だ 

すと ザ j ろ。 

『何 だってそう 何もかも 知って るんだ』 と 動物学者が 

訊く だろう。 『つま リ そこが 術です よ。 家に 坐って て、 

ちゃんと 知って るんで すから ね。』 

決闘の こと を 滑稽め かして 手紙に 書いたら さぞ 面白 

かろう。 舅 は 読んで 腹 を かかえる だろう。 なにしろ 舅 

と 来たら、 おかしい 話 を 聞いたり 読んだり する のが 三 

度の 飯より 好きな の だ。 

黄河の 谿が 眼の まえに 展 けた。 雨の ため 河 は 川幅と 



沈黙が 来た。 歩き 廻って いた ウス チモ ー ヴ イチが、 

突然く るりと ラエ— フス キイの 方 を 向いて、 息 を 彼の 

顔に 〔# 「顔に」 は 底本で は 「顔 を 匕 吹き かけながら 小声 

で 言った。 

「あなたに は 多分 まだ 私の 条件 をお 伝えす る 暇がな 

かった と 思います。 双方と も 各々 十五 ル— ブリを 私に 

お支払い 下さる ことにな つてい ます。 どっち か 片方が 

亡くなった 場合に は、 生き残った 方で 全額 三十 ル ー ブ 

リを お支払い 下さい ご 

ラエ— フス キイ は 前から この 男と 知合いで あつたが、 

今 はじめて はっきりと、 その どんより した 眼 や、 剛そ 



ヂェ ー ジダ . フヨ— ドロ ヴナと 一 緒に いると ころ をラ 

ェ ー フス キイに 見つけられた 云々 という わけで してな 

愚痴 を こぼして 行ったです よご 

「そう、 僕ら も その 話 は 聞いて います」 と ボイ コが 言つ 

た。 

「だから まあ 御覧。 …… ラエ ー フス キイの 手 はぶる ぶ 

る 顫えて おる し 云々 という わけで してな。 …… あれ 

じ や ピストル も 上げら れんです。 あの 男 を 相手に 決闘 

をす るの は、 酔 払い か チフス 患者 を 相手に やる のと 同 

じく 不人情で すな。 もし 和解が 成立 せんまで も、 な あ 

諸君、 せめて 決闘 を 延期したら どうで しょうな。 …… 



に、 とおり 一片の 形式と 看做される のが 例でして な、 

つまり これ は 自尊心と いう だけの 話です な。 しかし 私 

は あんた に 折り入って、 ひとつ ィ ヷン. アンドレ ー ィ 

チの 様子に 眼 をと めても らいたい とお 願いす るです。 

あの 男 は 今日は 調子が 狂つ とる です。 いわば まあ 動転 

して 惨めな 有様です な。 あの 男に は 不幸が ありまして 

ね。 人の 噂 話 をす るの は 私 はしの びんので すが」 と 

シ ェ シコ— フス キイ は 赤い 顔 をして あたり を 見廻した 

「しかし 決闘の ゆえに あんた にお 伝えす る 必要が ある 

と 思う のです。 昨夜の こと、 あの 男はミ ユリ ドフの 家 

で、 自分の 奥さんが その、 ある 紳士と いっしょな とこ 



なぜ はじめない のです？」 

シ ェ シコ— フス キイ は 士官た ちと 眼 を 見合わせて 肩 

をす くめた。 

「諸君！」 と 彼 は、 誰の 顔 も 見ないで 大声で 言った、 

「諸君、 われわれ は 君が たに 和解 をす すめます ご 

「手続きの ほう は 手つ とり 早く 願いたい な」 とフォ 

ン -コ— レン は 言った、 「和解の 話 はもう すんだ。 そこ 

で まだ どんな 手続きが 残って いるんで す？ お 早く 願 

いたいで すな、 諸君。 時間 は 待って くれん ご 

「しかし われわれ は 依然として 和解 を 主張す るです」 

と シェシ コー フス キイ は、 ひとのこ とに 容喙 する こと 



り 出し、 一 梃 は フォン. コ— レンの 手に、 一 梃 は ラエ— 

フス キイの 手に 渡った。 そこで ちょっと ごたごたが 起 

こって、 しばらく 動物学者 や 介 添 人達 を 笑い 興じさせ 

た。 つまり 居合わせた 連中 は 誰 一人と して、 生まれて 

このかた 決闘に 立ち会った ことが 一度 もない ので、 ど 

う い う 具合 に 立ったら いいの か、 介 添 人が 何 を 言 い 何 

をな すべき か を、 誰もよ く 知らない ことが わかった の 

である。 が、 やがて ボイ コが 思い出して、 にこに こし 

ながら 説明 を はじめた。 

「諸君、 レ— ル モン トフが どう 書いて いたか、 覚えて 

る 人 はない か」 と フォン • コ— レンが 笑いながら 訊い 



それからし ばらくたって、 フォン • コ— レンと 補 祭 

は 橋の 畔で 一緒にな つた。 補 祭 は 興奮して いて、 苦し 

そうに 息をし、 相手の 眼 を 見る の を 避けて いた。 自分 

の 臆病 さも 恥 かしかった し、 泥 だらけの 濡れた 服 も 恥 

かしかった。 

「あんた が 殺す つもりで いるよう に 見えたん です よ」 

ちと 

と 彼 は 眩いた、 「あれ はじつ に 人間の 本然に 悖った こ 

とです ね。 じつに 不自然 きわまる ことです ね ご 

「だが 何 だって 君 はやって 来たんだ い」 と 動物学者 は 

PC ヽ t。 
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「それ を 訊かないで 下さい」 と 補 祭 は 手 を 振って、 「悪 



し、 知られざる 未来の ことが 底の 見えぬ 深淵の ように 

怖ろ しく 思われた、 が 今では、 草 や 石に とまって いる 

雨の 滴が 日 を 受けて ダイヤモンド のように きらめき、 

うしろ 

自然 は 嬉しそうに ほほえんで、 怖ろ しい 未来 も 後方へ 

去って しまった。 …… 彼 は シェシ コー フス キイの 泣き 

はらした 不機嫌な 顔 を 眺め、 また フォン • コ— レン や 

その 介 添 人た ちゃ 医者 を 乗せて 前 を 行く 二 台の 馬車の 

方 を 眺めた。 そして まるで、 皆の 生活の 邪魔ば かりす 

る 厄介 至極な 鼻 持ちの ならぬ 人間 を 今し がた 葬って、 

墓場から みんなで 帰る ところの ような 気がした。 

『なにもかも 終った』 と 彼 は 過去 を 思って そう 考えた _ 



れ るの はサ モイ レン コと 従卒と だけで、 他の 二人 は 暗 

闇に 眼 を 凝らしても 何も 見えなかった。 船 はずつ と 沖 

合いに 錨 を 下ろした ので ある。 

「早く、 早く」 と フォン • コー レンが せかせかした、 

「出られち まったら こと だぞご 

ラエ ー フス キイが 決闘 後に 間もなく 引越して 来た 窓 

の 三つ ある 小さな 家の 前に かかる と、 フォン . コー レ 

ンは 窓を靦 いてみ ずに はおられなかった。 ラエ ー フス 

キイ は 向う むきに 背 を 丸く して 机に かじりついて、 書 

き 物 をして いた。 

「どうも 驚く ね」 と 動物学者 は 小声で 言った、 「すつ か 



「これから 発つ ところで、 急に 会いた くな つたので す。 

またい つ 会える かわかり ません からね ご 

「非常に 嬉しいです。 …… どうぞお 掛け 下さい」 とラ 

ェ ー フス キイ は 言つ て、 ぎごちない 手つきで 客に 椅子 

をす すめた。 まるで 彼らの 道 を 塞ごうと している よう 

に 見える。 そして 自分 は 部屋の 真中に、 手 を こすりな 

がら 立ち どま つ た。 

『しまった、 立会人 ども は 往来へ 置いて 来 るんだ つた』 

と フォン • コ— レン は 思い、 きっぱりした 口調で、 「僕 

のこと を 悪く 思わんで 下さい、 ィヷン . アンドレ ー ィ 

チ。 過去 を 忘れる こと は 勿論で きない ことです。 それ 



「ナ— ヂャ、 ニコライ. ヷシ— リ イチが お別れ をした 

いとおつ しゃる がご 

ナヂェ —ジダ . フヨ ー ドロ ヴナが 出て 来た。 扉のと 

ころに 立ち どまって おそるおそる 客た ち を 見た。 申し 

わけな さそうな 怯えた ような 顔で、 両手 は 叱られて い 

る 女学生の ようにし ていた。 

「僕 はこれ から 発ちます、 ナヂェ —ジダ • フヨ— ドロ 

ヴナ」 と フォン • コ— レン は 言った、 「で、 お別れに 上 

がりました ご 

彼女 は おずおずと 彼に 手 を 差し出し、 ラエ ー フス キ 

ィは頭 を 下げた。 



『しかし、 二人とも じつに みじめな 有様 だ』 と フォン- 

コ— レン は 思った、 『これまでになる に は 容易な こと 

ではない。』 —— 「僕 は モスク ヷ へもぺ テル ブルダへ も 

行きます が」 と 彼 は 訊いた、 「あちらから 何 かお 送りす 

る ものはないです か？」 

「まあ」 と ナヂェ —ジダ • フヨ ー ドロ ヴナは 言って、 

びっくりし たように 夫と 眼 を 見合わせた、 「べつに 何 

にも …… 」 

「ああ、 何にも …… 」 と ラエ— フス キイ は 手 を こすり 

ながら、 「どうぞ 皆さんに よろしく。」 

フォン • コー レン はこのう え 何 を 言える か 乃至 言う 



べき かわからなかった。 先刻 ここへ はいる 時には、 と 

て も たくさんの 好い こと、 温かな こと、 大切な こと を 

言おうと 思って いたの だが。 彼 は 無言で ラエ ー フス キ 

ィ とその 妻の 手 を 握り、 重い 気分で 別れて 出た。 

「なんという 人 たちだ」 と 補 祭が 後ろから 小声で 言つ 

た、 「ああ、 何とい う 人 たちだ。 まことに 神の 右手が こ 

ぶ ど ぅぞ の 

の 葡萄園 を 植え 給うた の だ。 主よ、 主よ。 ある 一 人 は 

数千 人に 打ち克ち、 また ある 一人 は 数万 人に 打ち克つ。 

ニコライ • ヷシ— リ イチ」 と 彼 は 有頂天に なって、 「ね 

え、 あんた は 今日、 人類の 最も 大 いなる 敵に 打ち克つ 

たのです よ 傲墁 に！ | 



姿 を 認めて、 黙って 手 を 差し出した。 橈 子 達 はもう 下 

へ 降りて ボ —„ ^を 抑えて いる。 防波堤で 大浪は 遮って 

あるの だが、 それでも ボ— トは 代に ぶっかって いた。 

フォン • コー レン はタ ラップ を 降りて ボ— トに 飛び込 

み、 舵のと ころに 坐った。 

「手紙 を くれよ！」 とサ モイ レン コは 彼に 叫んだ、 「か 

らだを 大事に な！」 

『誰も まことの 真実 を 知る 者 はない』 と ラエ— フス キ 

ィは、 外套の 襟 を 立て 両手 を 袖口に 差し入れながら 思 

、つ。 

ボ— トは 素早く 埠頭 を 廻って、 沖へ 乗り出した。 波 
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